
『管
子
』
の
心
術
と
内
業
再
探

金
　
束
鎭

は

じ
め
に

　
本
稿
は

『
熔
巳
子
』
八
十
六
篇
（
現
存
七
十
六
篇
）
の
中
、
心
術
ヒ
・
心
術
下
・
内
業
の
一
、
一
篇
を
研
究
封
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
二
．
篇
は

白
心
篇
と
と
も
に
通
常
、
「
管
子
四
篇
」
と
も
よ
ば
れ
る
。
「
管
子
四
篇
」
は
劉
節
・
郭
沫
若
の
二
人
の
研
究
に
よ
っ
て
、
學
界
の
注
目
を

浴
び

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
。
彼
ら
は
『
管
子
』
の
中
で
こ
れ
ら
の
篇
を
取
り
上
げ
、
と
も
に
宋
鋳
・
サ
文
の
著
作
と
看
倣
し

た
。
彼
ら
の
研
究
を
契
機
に
、
「
管
子
四
篇
」
の
著
者
問
題
や
思
想
内
容
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
に
な
り
、
さ
ら
に
一
九
L
二
．
年
、
馬

王

堆

出
土
文
厭
の
「
黄
老
畠
書
」
の
登
場
と
と
も
に
、
雨
者
の
か
か
わ
り
が
思
想
史
的
重
要
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

な

過
程

を
経
て
「
管
子
四
篇
」
は
、
稜
下
黄
老
學
派
の
著
作
と
認
め
ら
れ
、
、
中
國
思
想
史
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
文
厭
と
し
て

評
債
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
の
「
管
子
四
篇
」
と
い
う
枠
組
自
艘
を
問
題
と
し
よ
う
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
、
四
篇
の
思
想
内
容
を

よ
り
明
確
に
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
そ
の
枠
に
拘
り
す
ぎ
て
、
四
篇
の
各
々
の
思
想
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が

で

き
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
心
術
上
・
心
術
ド
・
白
心
・
内
業
の
四
篇
が
「
管
・
r
四
篇
」
と
し
て
括
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
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は
、
そ
れ
ら
の
間
に
必
然
的
に
共
通
黙
が
存
在
す
る
は
ず
だ
と
い
う
先
入
観
を
持
ち
か
ね
な
い
。
四
篇
の
研
究
が
そ
の
よ
う
な
先
入
観
の

下

で
、
四
篇
の
間
の
思
想
的
共
通
黙
を
探
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
考
察
し
て
見
て
も
確
認
で
き
る
，
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
四
つ
の
篇
に
相
異
な
る
思
想
的
特
徴
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
敷
々
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

て

き
た
，
。
た
と
え
ば
、
心
術
上
篇
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
虚
」
は
、
心
術
下
篇
と
内
業
篇
に
は
現
れ
ず
、
、
心
術
下
篇
と
内
業
篇
の
主
要

概
念

で

あ
る
「
氣
」
は
、
心
術
上
篇
に
現
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
心
術
下
篇
の
多
く
の
部
分
が
内
業
篇
と
重
複
し
て
い
る
が
、
「
形

名
論
」
は
心
術
下
篇
に
し
か
現
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
相
異
煕
は
研
究
者
た
ち
に
お
い
て
四
篇
に
お
け
る
思
想
の
襲
展
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

て

理
解

さ
れ
て
お
り
、
四
篇
の
密
接
な
關
連
性
は
相
攣
わ
ら
ず
認
め
ら
れ
て
い
る
，
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
四
篇
の
相
異
な
る
思
想
的
特
徴

は
そ

れ
以
上
浮

き
彫
り
に
は
さ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
「
管
子
四
篇
」
と
い
う
枠
で
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
「
管
子
四
篇
」
と
い
う
枠
組
を
再
検
討
し
、
各
篇
の
考
察
を
通
じ
て
、
各
々
の
思
想
的
特

徴

を
よ
り
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
各
篇
の
思
想
的
特
徴
を
比
較
検
討
す
れ
ば
、
「
管
子
四
篇
」
と
い
う
枠
組
の

正
當
性
の
可
否
も
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
考
察
に
お
い
て
は
白
心
篇
を
除
く
。
そ
れ
は
白
心
篇
と
他
の
三
篇
と

の
連
關
性
が
そ
れ
程
目
立
た
な
い
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
。

　
心
術
上
・
下
と
内
業
篇
は
篇
題
が
示
す
よ
う
に
、
主
に
心
に
か
か
わ
る
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
に
封
し
て
、
白
心
篇
に
は
「
心
」

と
い
う
語
彙
が
一
回
も
現
れ
な
い
。
主
に
模
範
と
し
て
の
「
道
」
と
「
形
名
」
に
よ
る
政
治
術
を
述
べ
る
白
心
篇
と
、
心
の
問
題
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

内
容
と
す
る
他
の
三
篇
と
の
連
關
性
は
見
出
せ
な
い
（
。
郭
氏
が
管
子
四
篇
の
思
想
的
特
徴
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
白
心
篇
に
關
す
る

記
述
が

少

な
い
こ
と
や
、
心
術
と
内
業
を
宋
鋳
の
作
、
白
心
を
サ
文
の
作
と
逼
分
し
た
こ
と
も
、
そ
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

ま
ず
三
篇
の
な
か
で
最
も
早
い
時
期
に
成
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
心
術
上
篇
か
ら
考
察
し
て
行
き
た
い
（
。
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心
術
上

　
心
術
上
篇

は
、
前
半
部
の
「
経
」
と
み
な
さ
れ
る
部
分
と
、
そ
の
経
の
解
説
と
み
ら
れ
る
後
半
部
の
「
解
」
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
経
」
と
「
解
」
の
構
成
は
、
『
管
子
』
で
は
珍
し
い
特
徴
で
は
な
い
。
牧
民
・
形
勢
・
明
法
な
ど
の
篇
は
、
そ
れ
ら
の
解

説
で

あ
る
牧
民
解
．
形
勢
解
．
明
法
解
の
篇
が
別
に
存
在
す
る
。
心
術
上
篇
の
経
文
は
人
間
の
心
を
君
主
に
、
感
畳
器
官
を
臣
下
に
讐
え
、

心
の
在

り
方
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
篇
名
で
あ
る
「
心
術
」
の
意
味
は
、
こ
の
解
文
に
お
い
て
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
る
…
・

心
の
膿
に

在

る
は
、
君
の
位
な
り
。
九
藪
の
職
有
る
は
、
官
の
分
な
り
。
心
其
の
道
に
庵
れ
ば
、
九
簸
　
理
に
循
う
。
嗜
欲
充
盆
す

れ
ば
、
目
は
色
を
見
ず
、
耳
は
聲
を
聞
か
ず
。
故
に
曰
く
、
上
其
の
道
を
離
る
れ
ば
、
下
其
の
事
を
失
う
、
と
。

心
之
在

髄
、
君
之
位
也
。
九
藪
之
有
職
、
官
之
分
也
。
心
虚
其
道
、
九
霰
循
理
。
嗜
欲
充
盆
、
目
不
見
色
、
耳
不
聞
聲
。
故
日
、
上

離
其
道
、
下
失
其
事
。
（
経
）

耳

目
な
る
者
は
、
視
聴
の
官
な
り
。
心
に
し
て
視
聴
の
事
に
與
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
官
は
其
の
分
を
守
る
を
得
。
夫
れ
心
に
欲

有
る
者
は
、
物
過
ぐ
る
も
目
は
見
ず
、
聲
至
る
も
耳
は
聞
か
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
く
、
上
其
の
道
を
離
る
れ
ば
、
下
其
の
事
を
失
う
、

と
。
故
に
曰
く
、
心
術
な
る
者
は
、
無
爲
に
し
て
簸
を
制
す
る
者
な
り
、
と
。
故
に
君
と
日
う
。

耳
目
者
、
視
聴
之
官
也
。
心
而
無
與
視
聴
之
事
、
則
官
得
守
其
分
　
。
夫
心
有
欲
者
、
物
過
而
目
不
見
、
聲
至
而
耳
不
聞
也
。
故
日
、
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上
離
其
道
、
下
失
其
事
。
故
H
［
、
心
術
者
、
無
爲
而
制
蕨
者
也
。
故
日
君
。
（
解
）

　

「
心

術
」
は
、
無
爲
の
状
態
で
感
畳
器
官
を
制
御
す
る
心
の
正
し
い
働
き
、
或
は
心
の
あ
り
方
を
意
味
す
る
。
「
無
爲
」
は
、
人
爲
の

な
い
こ
と
で
、
人
爲
的
な
要
素
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
本
然
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
保
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
保
持
す

べ
き
心
の
本
然
の
状
態
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

人

の

殺
す

可
き
は
、
其
の
死
を
悪
む
を
以
て
な
り
、
其
の
利
せ
ざ
る
可
き
は
、
其
の
利
を
好
む
を
以
て
な
り
。
是
を
以
て
君
子
は
好

に

怖
わ
れ
ず
、
悪
に
迫
ら
れ
ず
、
悟
愉
無
爲
に
し
て
、
智
と
故
と
を
去
る
。

人

之

可
殺
、
以
其
悪
死
也
、
其
可
不
利
、
以
其
好
利
也
。
是
以
君
子
不
械
乎
好
、
不
迫
乎
悪
、
悟
愉
無
爲
、
去
智
與
故
。
（
経
）

人

　
悪
に

迫
ら
る
れ
ば
、
則
ち
其
の
好
む
所
を
失
い
、
好
に
慌
わ
る
れ
ば
、
則
ち
其
の
悪
む
所
を
忘
る
る
は
、
道
に
非
ざ
る
な
り
。

故
に

曰
く
、
好
に
慌
わ
れ
ず
、
悪
に
迫
ら
れ
ず
、
と
。
悪
む
は
其
の
理
を
失
わ
ず
、
欲
す
る
は
其
の
情
を
過
ぎ
ず
。
故
に
君
r
と
日

う
。
括
愉
無
爲
に
し
て
、
智
と
故
と
を
去
る
は
、
虚
素
を
．
百
つ
な
り
。

人

迫
於
悪
、
則
失
其
所
好
、
怖
於
好
、
則
忘
其
所
悪
、
非
道
也
。
故
日
、
不
悌
乎
好
、
不
迫
乎
悪
。
悪
不
失
其
理
、
欲
不
過
其
情
。

故

日
君
子
。
悟
愉
無
爲
、
去
智
與
故
、
言
虚
素
也
。
（
解
）

　
人

間
の
心
は
「
好
悪
」
と
い
う
感
情
（
或
は
債
値
判
断
）
な
ど
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
君
子
は
こ
の
好
悪
に
拘
ら

ず
、
本
然
の
状
態
を
保
持
す
る
。
解
文
は
こ
の
本
然
の
状
態
を
「
虚
素
」
と
説
明
し
て
い
る
。
「
虚
素
」
と
は
、
虚
な
る
本
來
の
状
態
を
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意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
心
術
」
と
は
、
す
な
わ
ち
心
の
虚
な
る
本
然
の
状
態
を
よ
く
保
持
す
る
こ
と
と
二
，
口
え
よ
う
。

状
態

を
表
す
「
虚
」
と
い
う
概
念
は
、
心
術
上
篇
に
お
い
て
「
道
」
の
代
表
的
な
属
性
と
し
て
語
ら
れ
る
。

心
の
本
然
の

虚
無
無

形
、
之
を
道
と
謂
う
。
萬
物
を
化
育
す
る
、
之
を
徳
と
謂
う
。

虚
無
無

形
、
謂
之
道
。
化
育
萬
物
、
謂
之
徳
。
（
経
）

天

の
道
は
虚
に

し
て
、
其
れ
形
無
し
。
虚
な
れ
ば
、
則
ち
屈
き
ず
、
形
無
け
れ
ば
、
則
ち
位
［
低
］
赴
す
る
所
無
し
。
位
［
低
］
赴

す

る
所
無
し
、
故
に
偏
く
萬
物
に
流
れ
て
攣
わ
ら
ず
。

天

之

道
虚
、
其
無
形
。
虚
則
不
屈
、
無
形
則
無
所
位
［
低
］
杜
。
無
所
位
［
低
］
杜
、
故
偏
流
萬
物
而
不
攣
。
（
解
、
「
位
」
は
「
低
」

の

誤
り
と
す
る
王
引
之
の
説
に
從
う
。
）
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「
道
」
は
元
々
空
の
存
在
（
虚
無
）
で
あ
る
た
め
、
む
し
ろ
永
遠
に
蓋
き
る
こ
と
が
な
く
、
限
定
さ
れ
た
形
が
な
い
（
無
形
）
た
め
萬

物

と
衝
突
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
で
、
遍
く
萬
物
に
流
れ
込
ん
で
そ
れ
の
成
長
を
助
け
る
が
、
道
の
虚
な
る
状
態
は
攣
わ
ら
な
い
。
こ

の

よ
う
な
虚
な
る
存
在
こ
そ
萬
物
の
始
め
で
あ
り
（
解
一
虚
者
、
萬
物
之
始
也
）
、
た
だ
聖
人
の
み
こ
の
虚
道
を
得
る
た
め
（
解
　
唯
聖

人

得
虚

道
）
、
天
下
の
始
め
と
な
れ
る
の
で
あ
る
（
解
一
聖
人
…
…
可
以
爲
天
下
始
）
、
こ
の
よ
う
に
、
心
術
上
篇
に
お
い
て
、
心
の
虚
な

る
本
然
の
状
態
を
取
り
戻
し
保
つ
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
そ
の
「
道
」
の
虚
な
る
属
性
を
膿
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
虚
道
を
膿
得
し
た

聖
人

と
は
、
す
な
わ
ち
、
心
の
虚
な
る
状
態
を
そ
の
ま
ま
保
持
す
る
理
想
的
存
在
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
心
術
」
と
は
そ
の
よ
う
な

聖
人
に

な
る
－
万
法
、
得
道
論
と
も
言
え
る
。



　
そ

れ
で

は
、
そ
の
本
然
の
状
態
を
取
り
戻
し
保
持
す
る
方
法
（
心
術
）
と
は
旦
ハ
艘
的
に
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ま
た
「
虚
」

と
い
う
概
念
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
心
術
上
篇
に
お
い
て
「
虚
」
が
心
の
在
り
方
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
そ
う
い
う
状
態
を
取
り

戻

し
保
持
す
る
方
法
を
も
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
解
文
の
「
虚
な
る
者
は
藏
す
る
無
き
な
り
（
虚
者
、
無
藏
也
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、

心
に

何
も
藏
し
な
い
こ
と
が
「
虚
」
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
心
に
藏
し
て
い
た
何
か
を
除
去
す
る
の
が
、
「
虚
」
の
状
態
を
取
り
戻
す
こ
と

に

な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
心
の
本
然
の
状
態
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
心
か
ら
何
か
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
心
か
ら

除
去

す
べ
き
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
心
術
上
篇
は
先
ず
「
欲
」
を
畢
げ
て
い
る
。

其
の
欲

を
虚
し
く
す
れ
ば
、
紳
將
に
入
り
て
舎
ら
ん
と
す
。
契
か
ら
ざ
る
を
掃
除
す
れ
ば
、
神
乃
ち
留
虚
す
。

虚
其
欲
、
紳
將
入
舎
。
掃
除
不
契
、
神
乃
留
虚
。
（
経
、
テ
注
に
よ
る
と
「
不
契
」
と
は
「
情
欲
」
の
意
）

欲

を
去
れ
ば
則
ち
宣
じ
、
宣
ず
れ
ば
則
ち
静
な
り
。
静
な
れ
ば
則
ち
精
、
精
な
れ
ば
則
ち
掲
り
立
つ
。
猫
な
れ
ば
則
ち
明
、
明
な
れ

ば

則

ち
祠
な
り
。
祠
な
る
者
は
至
貴
な
り
。
故
に
館
辟
除
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
貴
人
焉
に
舎
ら
ず
。
故
に
曰
く
、
潔
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち

紳
庭
ら
ず
、
と
。

去
欲
則

宣
、
宣
則
静
　
。
静
則
精
、
精
則
猫
立
　
。
猫
則
明
、
明
則
祠
　
。
紳
者
至
貴
也
。
故
館
不
辟
除
、
則
貴
人
不
舎
焉
。
故
日

不
潔
則
紳
不
虚
。
（
解
、
サ
注
一
宣
、
通
也
）

　

「
欲
」
（
欲
望
）
を
除
去
す
れ
ば
、
心
に
「
神
」
が
宿
る
。
「
祠
」
は
「
明
則
祠
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
紳
明
」
（
祠
妙
な
る
働
き
、

或

い
は

心
の
本

然
の
状
態
で
獲
現
さ
れ
る
祠
の
よ
う
な
明
晰
さ
）
と
思
わ
れ
る
。
も
し
、
心
が
欲
望
に
満
ち
て
い
る
と
、
虚
な
る
状
態
を

6



失

い
、
感
官
の
働
き
を
妨
げ
る
（
経
‥
嗜
欲
充
盆
、
目
不
見
色
、
耳
不
聞
聲
）
。
し
か
し
、
心
術
上
篇
に
お
い
て
す
べ
て
の
欲
望
が
否
定

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
否
定
さ
れ
る
欲
望
は
「
充
盆
し
た
嗜
欲
」
、
す
な
わ
ち
過
度
な
欲
望
で
あ
る
。
先
の
引
用
文
の
よ
う
に
、
欲
望

の
程
度
が
人
間
の
常
情
を
超
え
な
い
存
在
が
理
想
的
存
在
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
解
一
欲
不
過
其
情
、
故
日
君
子
）
。
過
度
な
欲
望
の
除

去
以
外
に

も
、
心
術
上
篇
は
「
智
」
の
除
去
を
強
調
し
て
い
る
。

人

は
皆

な
智
を
欲
す
る
も
、
其
の
智
な
る
所
以
を
索
む
る
莫
き
か
な
。
智
か
智
か
、
之
を
海
外
に
投
げ
て
自
ら
奪
は
る
る
こ
と
無
か

れ
。
之
を
求
む
る
者
は
、
之
に
虞
る
を
得
ざ
る
者
な
り
。
夫
れ
正
人
は
之
を
求
む
る
無
き
な
り
。
故
に
能
く
虚
無
な
り
。

人
皆
欲
智
、
而
莫
索
其
所
以
智
乎
。
智
乎
智
乎
、
投
之
海
外
無
自
奪
。
求
之
者
不
得
庵
之
者
。
夫
正
人
無
求
之
也
。
故
能
虚
無
。
（
経
）

虚

な
る
者
は
藏
す
る
無
き
な
り
。
故
に
日
く
、
知
を
去
れ
ば
則
ち
案
を
か
率
い
求
め
、
藏
す
る
無
け
れ
ば
則
ち
案
を
か
設
く
る
。
求

む

る
無
く
設
く
る
無
け
れ
ば
則
ち
慮
る
無
く
、
慮
る
無
け
れ
ば
則
ち
虚
に
反
覆
す
、
と
。

虚
者
無
藏
也
。
故
日
、
去
知
則
笑
率
求
　
、
無
藏
則
案
設
　
。
無
求
無
設
則
無
慮
、
無
慮
則
反
覆
虚
　
。
（
解
、
テ
注
‥
率
、
循
也
）

7

　
人

に

お

い
て

「
智
」
は
、
お
お
む
ね
あ
る
欲
望
を
實
現
す
る
た
め
（
求
・
設
）
の
手
段
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
人
は
「
智
」
を
求

め

て

様
々
な
知
識
を
蓄
積
し
よ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
が
む
し
ろ
心
の
本
然
の
状
態
を
損
な
う
（
自
奪
）
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

眞
の
「
智
」
（
其
所
以
智
）
は
逆
に
そ
れ
を
捨
て
て
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
理
想
的
人
間
（
正
人
）
は
そ
の
よ
う
な
智
を
求
め
な

い
た

め
、
心
の
虚
な
る
状
態
を
よ
く
保
つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
経
文
は
述
べ
て
い
る
。
解
文
は
、
智
を
除
去
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
心
の

虚

な
る
状
態
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
か
を
説
明
し
て
い
る
。
智
を
捨
て
て
藏
し
な
い
と
、
何
か
を
求
め
た
り
、
設
け
た
り
す
る
人
爲
的



な
行
爲
が
無
く
な
っ
て
、
考
え
る
こ
と
も
無
く
な
り
、
つ
い
に
心
の
本
然
の
状
態
を
取
り
戻
し
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
心
術
上
篇
に
お
い
て
、
心
の
虚
な
る
本
然
の
状
態
を
取
り
戻
し
保
つ
方
法
（
心
術
）
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
去
欲
・

去
智
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
過
度
な
欲
望
や
知
識
へ
の
批
判
が
、
そ
れ
ら
と
密
接
に
關
わ
る
「
好
悪
」
と
い
う
感
情
（
或
は
償
値
判
断
）

へ
の

否
定
的
認
識
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
も
っ
と
も
な
結
果
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
心
の
本
然
の
状
態
を
保
持
し
無
知
無
欲
の
状
態
に
な

っ

た

と
す
れ
ば
、
そ
の
人
間
は
ど
う
い
う
生
き
方
で
こ
の
世
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
心
術
上
篇
は
理
想
的
人
間
の
生
き

方

を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
質
問
に
答
え
て
い
る
。
経
文
の
最
後
の
「
静
因
の
道
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

君
子
は
好
に

侃
わ

れ
ず
、
悪
に
迫
ら
れ
ず
、
悟
愉
無
爲
に
し
て
、
智
と
故
と
を
去
る
。
其
の
雁
ず
る
や
、
設
く
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

其
の
動
く
や
、
取
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
過
ち
は
自
ら
用
う
る
に
在
り
、
罪
は
攣
化
す
る
に
在
り
。
是
の
故
に
、
有
道
の
君
は
、
其

の

慮

る
や
、
無
知
な
る
が
若
く
、
其
の
物
に
雁
ず
る
や
、
之
に
偶
す
る
が
若
し
。
静
囚
の
道
な
り
。

君

子
不
愉
乎
好
、
不
迫
乎
悪
、
悟
愉
無
爲
、
去
智
與
故
。
其
雁
也
、
非
所
設
也
。
其
動
也
、
非
所
取
也
。
過
在
自
用
、
罪
在
愛
化
。

是

故
、
有
道
之
君
、
其
虚
也
、
若
無
知
、
其
雁
物
也
、
若
偶
之
。
静
因
之
道
也
。
（
経
）
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心

の
本
然
の
状
態

を
そ
の
ま
ま
保
持
す
る
君
了
は
、
無
知
無
欲
で
あ
る
た
め
、
好
悪
と
い
う
感
情
に
振
り
回
さ
れ
な
い
。
彼
は
安
ら
か

に

心
地

よ
く
こ
の
虚
な
る
状
態
を
保
ち
な
が
ら
も
、
新
た
に
生
ず
る
知
識
や
意
圖
（
故
）
を
絶
え
ず
除
去
し
て
行
く
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

彼
が

封
象
世
界
と
の
断
絶
を
追
求
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
外
部
の
物
事
に
雁
じ
る
彼
の
行
動
は
、
た
だ
何
ら
か
の
意
圖
を
持
っ
て
な
さ
れ

た
も
の
（
設
．
取
）
で
は
な
い
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
様
子
は
、
ひ
と
り
で
じ
っ
と
し
て
い
る
時
に
は
、
さ
な
が
ら
無
知
な



も
の
の
よ
う
に
見
え
、
物
事
に
雁
じ
て
い
る
時
に
は
、
ま
る
で
如
何
な
る
意
圖
を
も
持
た
な
い
ま
ま
、
た
だ
そ
の
物
事
に
順
雁
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
、
。
こ
の
よ
う
に
、
「
静
因
の
道
」
は
心
の
本
然
の
状
態
を
保
持
す
る
理
想
的
人
間
の
生
き
方
を
端
的
に
示
す
表
現
で
あ
り
、

「
無

爲
に
し
て
霰
を
制
す
る
」
と
い
う
「
心
術
」
と
相
通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ

の

　
「
静
因
の
道
」
が
思
想
史
ヒ
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
因
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
物
事
に
か
か
わ
っ
て
い
な
い
時
の
「
静
」

の

概
念

は
、
『
老
子
』
の
「
致
虚
守
静
」
（
十
六
章
）
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
物
事
に
直
接
雁
じ
る
時
の
「
因
」

の
概
念
は

『
老

子
』
の
「
無
爲
」
の
思
想
を
纏
承
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
新
し
い
解
繹
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

『
老
子
』
の
代
表
的
な
行
爲
準
則
で
あ
る
「
無
爲
」
と
は
、
人
爲
的
な
行
爲
の
排
除
を
通
じ
て
、
萬
物
が
本
來
の
状
態
（
す
な
わ
ち
「
自

然
」
）
を
保
つ
こ
と
を
た
だ
ひ
そ
か
に
助
け
見
守
る
こ
と
で
あ
る
．
。
し
た
が
っ
て
、
理
想
的
な
君
・
王
の
統
治
行
爲
は
命
令
や
法
令
な
ど
の

強

い

言
表
行
爲
が
排
除
さ
れ
た
「
不
言
」
の
形
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。
『
老
子
』
に
お
い
て
、
「
無
爲
」
が
「
不
言
」
と
連
用
さ
れ
る
の
も

そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
無
爲
思
想
は
『
老
子
』
に
お
い
て
、
表
面
的
に
禮
治
や
法
治
の
批
判
と
し
て
現
れ
て
い
る
、
。

　

こ
の
「
無
爲
」
を
解
文
は
「
因
」
と
解
鐸
し
て
い
る
。
「
無
爲
の
道
は
囚
な
り
。
因
な
る
者
は
、
盆
す
無
く
損
な
う
無
き
な
り
（
無
爲

之
道

因
也
、
因
也
者
、
無
盆
無
損
也
）
」
。
何
か
を
増
や
し
た
り
減
ら
し
た
り
し
な
い
の
は
、
そ
の
本
來
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
保
持
す
る
こ

と
で
あ
る
．
、
こ
の
解
稗
自
牌
は
『
老
r
』
の
無
爲
思
想
を
受
け
艦
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
解
文
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
解
稗

を
も
加
え
て
い
る
。
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其
の
形
を
以
て
、
因
り
て
之
が
名
を
爲
す
は
、

以
其

形
、
因
爲
之
名
、
此
因
之
術
也
。
（
解
）

此

れ
因
の
術
な
り
。



　
つ
ま
り
、
心
術
上
篇
に
お
い
て
『
老
子
』
の
無
爲
思
想
は
「
因
」
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
形
名
論
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の

で

あ
る
。
無
爲
と
形
名
論
の
緊
密
な
關
係
は
、
次
の
文
章
に
も
見
え
る
。

　
　
物
は

固
よ
り
形
有
り
、
形
は
固
よ
り
名
有
り
。
名
づ
け
て
當
る
、
之
を
聖
人
と
謂
う
。
故
に
必
ず
不
言
無
爲
の
事
を
知
り
、
然
る
後

　
　

に

道
の
紀
を
知
る
。

　
　
物

固
有
形
、
形
固
有
名
、
名
當
謂
之
聖
人
。
故
必
知
不
言
無
爲
之
事
、
然
後
知
道
之
紀
。
（
経
）

　
　
物

固
有
形
、
形
固
有
名
は
、
此
れ
言
　
實
に
過
ぐ
る
を
得
ず
、
實
　
名
に
延
ぶ
る
を
得
ず
。
形
を
姑
す
る
に
形
を
以
て
し
、
形
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
て

名
に
務
め
、
言
を
督
し
名
を
正
す
。
故
に
聖
人
と
日
う
。

　
　
物

固
有
形
、
形
固
有
名
、
此
言
不
得
過
實
、
實
不
得
延
名
。
姑
形
以
形
、
以
形
務
名
、
督
言
正
名
。
故
日
聖
人
。
（
解
）

　
萬
物
は
各
々
固
有
の
實
質
を
持
ち
、
そ
の
實
質
に
相
雁
し
い
名
稻
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
道
理
を
髄
得
し
、
實
質
に
從
っ
て
言
・
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

正
す

と
い
う
理
想
的
存
在
が
、
す
な
わ
ち
聖
人
で
あ
る
。
「
名
な
る
者
は
、
聖
人
の
萬
物
を
紀
む
る
所
以
な
り
（
解
一
名
者
、
聖
人
之
所

以
紀
萬
物
也
）
」
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
形
名
論
の
原
理
も
、
萬
物
の
始
原
で
あ
る
「
道
」
の
原
理
（
道
之
紀
）
、
す
な
わ
ち
萬
物
の
本
來
の

状
態

を
損
な
わ
な
い
（
無
盆
無
損
）
こ
と
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
不
言
・
無
爲
」
の
い
と
な
み
を
知
ら
な
い
と
、
正

し
い
形
名
は
成
り
立
た
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
不
言
・
無
爲
」
の
い
と
な
み
と
は
、
す
な
わ
ち
「
因
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

「
因
」
に
つ
い
て
の
認
識
は
「
道
」
の
萬
物
に
封
す
る
働
き
（
無
爲
）
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
解
文
の
「
道
は
因
を

10



貴
ぶ
（
道
貴
因
）
」
と
い
う
命
題
は
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
事
物
を
命
名
す
る
と
き
に
お
い
て
「
其
の
形
を
以

て
、
因
り
て
之
が
名
を
爲
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
聖
人
の
「
因
の
術
」
が
貫
く
こ
と
に
よ
り
「
道
」
の
萬
物
に
封
す
る
「
無
爲
」
の
働
き

が

獲
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

「
無
爲
」
と
「
形
名
」
を
結
び
付
け
る
「
因
」
の
思
想
は
、
『
老
子
』
の
思
想
と
は
異
な
る
方
向
へ
展
開
さ
れ
、
「
禮
」
・
「
法
」
に
結
び

付
け
ら
れ
る
。

虚
無
無

形
、
之
を
道
と
謂
い
、
萬
物
を
化
育
す
る
、
之
を
徳
と
謂
い
、
君
臣
父
子
、
人
間
の
事
、
之
を
義
と
謂
い
、
登
降
揖
譲
し
、

貴
賎
に
等
有
り
、
親
疏
の
髄
、
之
を
禮
と
謂
い
、
物
を
簡
す
る
に
小
も
未
だ
道
と
一
と
な
ら
ざ
れ
ば
、
殺
膠
禁
謙
す
る
、
之
を
法
と

謂
う
。

虚
無
無

形
、
謂
之
道
、
化
育
萬
物
、
謂
之
徳
、
君
臣
父
子
、
人
間
之
事
、
謂
之
義
、
登
降
揖
譲
、
貴
賎
有
等
、
親
疏
之
髄
、
謂
之
禮
、

簡
物
小
未
「
道
、
殺
膠
禁
謙
、
謂
之
法
。
（
経
、
サ
注
‥
簡
澤
於
物
、
未
有
能
與
道
爲
一
者
、
乃
殺
勤
禁
防
之
、
此
法
之
用
也
。
）

義
な
る
者
は
、
各
々
其
の
宜
し
き
に
庵
る
を
謂
う
な
り
。
禮
な
る
者
は
、
人
の
情
に
因
り
、
義
の
理
に
縁
り
て
、
之
が
節
文
を
爲
す

者

な
り
。
故
に
禮
な
る
者
は
、
理
有
る
を
謂
う
な
り
。
理
な
る
者
は
、
分
を
明
か
に
し
て
以
て
義
を
諭
す
の
意
な
り
。
故
に
禮
は
義

よ
り
出
で
、
義
は
理
よ
り
出
で
、
理
は
宜
に
因
る
者
な
り
。
法
な
る
者
は
出
つ
る
を
同
じ
く
す
る
所
以
に
し
て
、
然
ら
ざ
る
を
得
ざ

る
者
な
り
。
故
に
殺
膠
禁
珠
、
以
て
之
を
一
に
す
る
な
り
。
故
に
事
は
法
に
督
さ
れ
、
法
は
権
よ
り
出
で
、
権
は
道
よ
り
出
づ
。

義

者
、
謂
各
庭
其
宜
也
。
禮
者
、
因
人
之
情
、
縁
義
之
理
、
而
爲
之
節
文
者
也
。
故
禮
者
謂
有
理
也
。
理
也
者
、
明
分
以
諭
義
之
意

也
。
故
禮
出
乎
義
、
義
出
乎
理
、
理
因
乎
宜
者
也
。
法
者
所
以
同
出
、
不
得
不
然
者
也
。
故
殺
膠
禁
珠
以
一
之
也
。
故
事
督
乎
法
、

ll



法
出
乎
椎
、
権
出
乎
道
。
（
解
）

　
「
道
．
徳
．
義
．
禮
．
法
」
の
拉
び
方
は
『
老
・
r
』
の
，
．
．
十
八
章
、
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
批
判
的
態
度

は
見

え
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
す
べ
て
は
人
問
の
世
界
に
お
い
て
債
値
の
あ
る
規
範
や
徳
目
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態

度
の
攣
化
は
人
間
の
世
界
に
封
す
る
認
識
の
攣
化
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
君
臣
父
子
」
や
「
貴
賎
親
疏
」
の
よ
う
な
院
別

（分
）
が
、
人
間
社
命
日
の
あ
り
方
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
情
に
基
づ
い
て
い
る
（
因
人
之
情
）
「
禮
」
は
、
「
囚
」

或
は
「
無
爲
」
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
人
間
社
會
に
お
い
て
「
法
」
の
實
行
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

そ

の
た

め
、
禮
や
法
は
「
因
」
を
準
則
と
す
る
君
主
に
お
い
て
、
治
國
の
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
「
囚
」
と
は
自
分
の
欲
望
と
先
入

観

を
棄
て
て
、
事
物
の
あ
り
方
を
準
則
と
す
る
こ
と
な
の
で
（
解
一
因
也
者
、
舎
己
而
以
物
爲
法
者
也
）
、
事
物
の
あ
り
方
に
基
づ
く
禮

．

法

の

實
行
は
因
の
準
則
に
背
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
因
」
を
準
則
と
す
る
君
L
は
禮
・
法
を
政
治
の
基
準
（
或
は
手

段
）
と
し
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
動
か
ず
、
封
象
世
界
の
法
則
を
観
察
す
る
だ
け
で
あ
る
（
経
一
母
先
物
動
、
以
観
其
則
）
。
そ
の
よ
う
な

君
主

の
様
子

は
、
あ
た
か
も
影
が
膿
に
從
い
響
が
聲
に
反
雁
す
る
よ
う
に
、
物
事
に
反
雁
す
る
だ
け
で
、
物
事
が
終
わ
っ
た
ら
忘
れ
て
も

と
の
虚
な
る
状
態
に
も
ど
る
の
で
あ
る
（
解
一
若
影
之
象
形
、
響
之
磨
聲
也
。
故
物
至
則
慮
、
過
則
舎
実
。
舎
突
者
、
言
復
所
於
虚
也
）
。

一
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要
す
る
に
、
「
心
術
」
と
は
、
過
度
な
「
欲
望
」
と
そ
の
欲
望
の
原
因
と
な
る
「
知
識
」
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
虚
な
る

本
然
の

状
態

を
そ
の
ま
ま
保
ち
績
け
、
萬
物
の
始
原
で
あ
る
「
道
」
と
同
じ
状
態
に
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
修
養
論
で
あ
る
。
こ
の

心
術
論
は

「静
因
の
道
」
を
通
じ
て
、
「
治
心
」
の
領
域
に
止
ま
ら
ず
、
「
治
國
」
の
問
題
（
政
治
論
）
に
ま
で
櫨
張
さ
れ
て
い
く
。
「
因
」



は
、
萬
物
の
本
來
の
状
態
を
損
な
わ
な
い
と
い
う
無
爲
の
観
念
を
纏
承
し
な
が
ら
も
、
形
名
論
と
の
結
び
付
け
に
よ
っ
て
、
禮
や
法
の
調

和
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
術
－
［
篇
の
思
想
は
司
馬
談
の
「
六
家
要
旨
」
の
「
道
家
」
に
符
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

道
家
は
、
…
…
其
の
術
爲
る
や
、
陰
陽
の
大
順
に
因
り
、
儒
墨
の
善
を
采
り
、
名
法
の
要
を
撮
る
。
…
…
其
の
術
は
虚
無
を
以
て
本

と
爲
し
、
因
循
を
以
て
用
と
爲
す
。
…
…
虚
な
る
者
は
道
の
常
な
り
、
因
な
る
者
は
君
の
綱
な
り
。

道
家
、
・
…
・
・
其
爲
術
也
、
因
陰
陽
之
大
順
、
采
儒
墨
之
善
、
撮
名
法
之
要
。
…
…
其
術
以
虚
無
爲
本
、
以
因
循
爲
用
、
　
－
虚
者
道

之
常
也
、
因
者
君
之
綱
也
。
（
『
史
記
』
太
史
公
自
序
）

　
こ
れ
は
心
術
上
篇
が
道
家
一
派
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
心
術
L
［
篇
に
あ
ら
わ
れ
る
道
の
観
念

や
虚
静
．
無
爲
論
は
、
と
り
わ
け
『
老
子
』
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
心
術
上
篇
に
『
老
子
』

と
同
じ
語
句
が
頻
出
す
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
「
因
」
の
よ
う
な
新
し
い
概
念
の
登
場
や
、
形
名
論
と
の
調
和

の

よ
う
な
態
度
の
攣
化
な
ど
、
『
老
子
』
と
は
異
な
る
部
分
も
存
在
し
、
そ
れ
が
心
術
上
篇
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
じ
て
、
心
術
上
篇
に
お
け
る
「
虚
」
・
「
因
」
の
比
重
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
か
ら

考
察
し
よ
う
と
す
る
内
業
篇
に
は
「
虚
」
・
「
囚
」
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
心
術
ヒ
篇
に
現
れ
な
い
「
氣
」
が
主
要
概
念
と
し
て
登
場
す
る
。

こ
れ
は
柄
者
の
間
の
思
想
的
異
質
性
を
、
小
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
　
内
業

　
内
業
篇
は
そ
の
篇
名
の
意
味
が
「
心
術
」
と
相
通
じ
て
お
り
、
ま
た
心
術
下
と
多
く
の
部
分
が
重
複
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
こ
れ
ら
の
三
篇
の
關
連
性
は
否
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
、
劉
節
・
郭
沫
若
雨
氏
の
説
が
出
る
前
に
は
、

内
業
篇
と
心
術
上
下
篇
を
異
な
る
學
派
の
著
作
と
看
倣
す
見
解
が
多
か
っ
た
。
。
『
漢
書
』
藝
文
志
の
儒
家
類
に
『
内
業
』
十
五
篇
と
い
う

書
物
が

記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
、
内
業
篇
は
特
に
儒
家
（
胡
適
説
、
）
或
い
は
儒
道
折
衷
派
（
羅
根
澤
説
。
）
の
著
作
と
看
倣
さ
れ
た

の

で
あ
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
特
に
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
内
業
篇
に
お
け
る
「
虚
」
・
「
因
」

の
不
在

と
「
氣
」
の
登
場
に
注
目
し
て
、
心
術
上
篇
と
は
異
な
る
内
業
篇
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
先
ず
は
内
業
篇
の
道
論
に
つ
い

て

の
考
察
か
ら
始
め
よ
う
。

道

な
る
者
は
、
口
の
言
う
能
わ
ざ
る
所
な
り
、
目
の
視
る
能
わ
ざ
る
所
な
り
、
耳
の
聴
く
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
・

無
く
華
無
く
、
葉
無
く
榮
無
し
。
萬
物
以
て
生
じ
、
萬
物
以
て
成
り
、
之
を
命
づ
け
て
道
と
日
う
。

道
也
者
、
口
之
所
不
能
言
也
、
目
之
所
不
能
視
也
、
耳
之
所
不
能
聴
也
、
…
…
凡
道
、
無
根
無
董
、
無
葉
無
榮
、

以
成
、
命
之
日
道
。

：
凡
そ
道
は
、
根

萬
物
以
生
、
萬
物

14

「
道
」
は
萬
物
の
生
成
の
根
源
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
感
官
で
は
認
識
で
き
ず
、
人
間
の
言
語
で
説
明
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ



の

よ
う
な
存
在
は
萬
物
の
よ
う
に
生
成
．
愛
化
（
根
ー
茎
－
葉
－
榮
）
が
な
い
。
特
に
「
根
が
無
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
道
」
が
生
成

論
に

お

い
て

最
］
目
同
の
位
置
に
あ
る
「
絶
封
的
な
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
内
業
篇
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
道
」
の
観
念
は
『
老

子
』
、
そ
し
て
そ
れ
を
纏
承
し
て
い
る
心
術
上
篇
に
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
を
髄
得
し
た
人
間
（
得
道
之
人
）
が
理
想
的
な
存
在

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
「
道
」
が
追
求
の
封
象
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
『
老
子
』
や
心
術
上
篇
と
同
じ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
内
業
篇
に
お
け
る
「
道
」
の
観
念
は
「
氣
」
の
観
念
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
陳
鼓
雁
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
内
業
篇
と
心
術
下
篇
で
篶
さ
れ
た
運
」
は
氣
」
（
特
に
精
氣
）
と
類
似
し
た
属
性
を
持
っ
て
い
る
㎜
・
例
え
ば
・
「
夫
れ
道
な

る
者
は
、
形
を
充
た
す
所
以
な
り
。
而
る
に
人
は
固
く
す
る
能
わ
ず
。
其
れ
往
き
て
復
ら
ず
、
其
れ
來
り
て
舎
ら
ず
。
謀
乎
と
し
て
其
の

音
を
聞
く
莫
く
、
卒
乎
と
し
て
乃
ち
心
に
在
り
（
夫
道
者
所
以
充
形
也
、
而
人
不
能
固
。
其
往
不
復
、
其
來
不
舎
、
謀
乎
莫
聞
其
音
、
卒

乎
乃
在
於
心
ご

と
あ
る
が
、
心
に
留
ま
っ
て
去
っ
た
り
來
た
り
す
る
と
い
う
の
は
同
篇
で
「
氣
」
の
属
性
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
董

氣
在
心
、
一
來
一
逝
）
、
鵠
中
に
充
實
し
て
い
る
と
い
う
の
は
心
述
下
篇
に
お
い
て
「
氣
」
の
属
性
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
（
氣
者
、
身
之
充
也
）
。
こ
の
よ
う
な
観
念
の
交
錯
過
程
を
経
て
生
ま
れ
た
の
が
、
す
な
わ
ち
「
精
氣
」
と
い
う
概
念
で
あ
ろ

う
。
内
業
篇
は
こ
の
「
精
氣
」
の
説
明
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

一
15

凡
そ

物
の
精

は
、
此
れ
則
ち
生
を
爲
す
。
下
は
五
穀
を
生
じ
、
上
は
列
星
を
爲
す
。
天
地
の
間
に
流
る
る
、
之
を
鬼
祠
と
謂
い
、
胸

中
に
藏
す
る
、
之
を
聖
人
と
謂
う
。
是
の
故
に
民
の
氣
は
、
果
乎
と
し
て
天
に
登
る
が
如
く
、
杏
乎
と
し
て
淵
に
入
る
が
如
く
、
淳

乎

と
し
て
海
に
在
る
が
如
く
、
卒
乎
と
し
て
己
に
在
る
が
如
し
。

凡
物
之

精
、
此
則
爲
生
。
下
生
五
穀
、
上
爲
列
星
。
流
於
天
地
之
間
、
謂
之
鬼
神
、
藏
於
胸
中
、
謂
之
聖
人
。
是
故
民
氣
、
呆
乎
如



登
於

天
、
杳
乎
如
入
於
淵
、
悼
乎
如
在
於
海
、
卒
乎
如
在
於
己
。
二
民
」
を
「
此
」
の
誤
り
と
す
る
説
も
あ
る
。
）

精
な
る
者
は
、
氣
の
精
な
る
者
な
り
。
氣
は
道
あ
れ
ば
乃
ち
生
じ
、
生
ず
れ
ば
乃
ち
思
い
、
思
え
ば
乃
ち
知
り
、
知
れ
ば
乃
ち
止
む
。

精
也
者
、
氣
之
精
者
也
。
氣
道
乃
生
、
生
乃
思
、
思
乃
知
、
知
乃
止
　
。
（
テ
注
　
氣
得
道
、
能
有
生
。
）

道
な
る
者
は
、
…
…
人
の
失
い
て
以
て
死
す
る
所
に
し
て
、
得
て
以
て
生
ず
る
所
な
り
、
事
の
失
い
て
以
て
敗
る
る
所
に
し
て
、
得

て

以
て

成
る
所
な
り
。

道
也
者
、
…
…
人
之
所
失
以
死
、
所
得
以
生
也
、
事
之
所
失
以
敗
、
所
得
以
成
也
。

　
宇
宙
萬
物
に
存
在
す
る
「
精
氣
」
と
は
、
氣
の
中
で
精
微
・
精
純
な
「
精
氣
」
を
意
味
す
る
。
萬
物
の
根
源
で
あ
る
精
氣
は
、
外
で
は

神
妙

な
働
き
（
鬼
神
）
と
し
て
存
在
す
る
が
、
そ
れ
を
胸
中
に
保
持
す
る
も
の
が
、
す
な
わ
ち
聖
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
根
源
的
存
在

は

内
業
篇
に
お
い
て
、
あ
る
時
は
「
精
氣
」
、
あ
る
時
は
「
道
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
「
精
氣
」
或
い
は
「
道
」
は
、
特
に
人
間
に
お
い
て
は

生
死

の
根
源
で

あ
る
の
と
同
時
に
、
事
業
の
成
否
の
原
因
と
し
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
事
業
の
成
否
は
「
知
」
に
か
か
わ
り
、
「
精
氣
」

或
い
は
「
道
」
は
生
命
の
根
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
知
恵
の
根
源
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
精
氣
」
或
い
は
「
道
」
を
失

わ

ず
保

つ
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
は
特
に
「
心
」
の
状
態
に
關
わ
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
「
修
心
」
の
問
題
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
し

て

浮

か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

凡
そ

道

は

所
無

く
、
善
心
な
れ
ば
安
庭
す
。
心
静
か
に
し
て
氣
理
ま
れ
ば
、
道
乃
ち
止
ま
る
可
し
。
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凡
道
無
所
、
善
心
安
愛
［
庭
］
、
心
静
氣
理
、
道
乃
可
止
。
（
「
愛
」
を
「
庵
」
の
誤
り
と
す
る
王
念
孫
・
陶
鴻
慶
の
説
に
從
う
。
）

　
　
天
は
正

を
主
と
し
、
地
は
平
を
主
と
し
、
人
は
安
静
を
主
と
す
。

　
　
天
主

正
、
地
主
平
、
人
主
安
静
。

　
　
凡
そ

人

の
生
ず

る
や
、
必
ず
平
正
を
以
て
す
。

　
　
凡
人
之
生
也
、
必
以
平
正
。

　
　
心
能

く
静
を
執
れ
ば
、
道
將
に
自
ら
定
ま
ら
ん
と
す
。

　
　
・
心
紘
陀
執
い
静
、
　
道
將
自
…
疋
。

　
　
能

く
正
に
し
能
く
静
に
し
て
、
然
る
後
に
能
く
定
ま
る
。
定
心
、
中
に
在
れ
ば
、
耳
目
聰
明
、
四
枝
堅
固
に
し
て
、
以
て
精
の
舎
と

　
　
爲
る
可
し
。

　
　
能

正
能
静
、
然
後
能
定
。
定
心
在
中
、
耳
目
聰
明
、
四
枝
堅
固
、
可
以
爲
精
舎
。

　
以
上

の

よ
う
に
、
「
精
氣
」
或
い
は
「
道
」
を
保
持
す
る
た
め
に
「
静
」
或
い
は
「
平
正
」
な
る
「
心
」
の
状
態
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

「
静
」
或
い
は
「
平
正
」
は
「
心
」
の
本
然
の
状
態
（
或
い
は
心
の
在
り
方
）
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
状
態
の
「
心
」
は
「
定

心
」
．
「
治
心
」
．
「
正
心
」
．
「
全
心
」
と
し
て
語
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
修
心
」
に
關
す
る
内
業
篇
の
記
述
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

心
術

ヒ
篇
で
強
調
さ
れ
る
「
虚
」
の
概
念
が
登
場
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
異
は
修
養
論
に
も
つ
な
が
り
、
保
持
す
べ
き
心
の
状
態

は

「虚
」
で
は
な
く
「
静
」
ま
た
は
「
平
正
」
と
な
っ
て
い
る
。
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ユ
へ
ほ
た
ち

凡
そ

心

の

刑

は
、
自
ら
充
ち
自
ら
盈
ち
、
自
ら
生
じ
自
ら
成
る
。
其
の
之
を
失
う
所
以
は
、
必
ず
憂
樂
喜
怒
欲
利
を
以
て
す
。
能

く
憂
樂
喜
怒
欲
利
を
去
れ
ば
、
心
乃
ち
反
え
り
て
濟
る
。
彼
の
心
の
情
は
、
安
に
し
て
以
て
寧
な
る
を
利
と
し
、
煩
わ
す
こ
と
勿
く

齪
す

こ
と
勿
け
れ
ば
、
和
乃
ち
自
ら
成
る
。

凡
心
之

刑
、
自
充
自
盈
、
自
生
自
成
。
其
所
以
失
之
、
必
以
憂
樂
喜
怒
欲
利
。
能
去
憂
樂
喜
怒
欲
利
、
心
乃
反
濟
。
彼
心
之
情
、
利

安
以
寧
、
勿
煩
勿
齪
、
和
乃
自
成
。

凡
そ

人

の
生
ず

る
や
、
必
ず
平
正
を
以
て
す
。
之
を
失
う
所
以
は
、
必
ず
喜
怒
憂
患
を
以
て
す
る
な
り
。

凡
人
之
生

也
、
必
以
平
正
。
所
以
失
之
、
必
以
喜
怒
憂
患
。

　
内
業
篇
に
お
い
て
、
心
の
静
な
る
状
態
を
損
な
う
大
き
な
原
因
は
、
「
憂
樂
喜
怒
」
と
い
う
感
情
と
「
欲
利
」
（
欲
望
）
で
あ
る
。
心
術

上
篇
に
お
い
て
、
心
の
本
然
の
状
態
を
損
な
う
原
因
と
し
て
語
ら
れ
た
「
知
」
は
、
内
業
篇
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
人
間
の
特
性
と
し
て

認
め

ら
れ
、
た
だ
過
度
な
「
知
」
だ
け
が
批
判
さ
れ
て
い
る
（
凡
心
之
形
、
過
知
失
生
）
。
感
情
と
欲
望
に
よ
っ
て
、
心
の
本
然
の
状
態

が

損

な
わ
れ
る
と
、
生
命
と
知
恵
の
根
源
で
あ
る
「
道
」
（
精
氣
）
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
（
憂
悲
喜
怒
、
道
乃
無
庭
）
。
し
た
が
っ
て
、

心
の
静
な
る
状
態
を
保
つ
た
め
に
は
感
情
と
欲
望
の
登
動
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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盆
怒
の
度

を
失
え
ば
、
乃
ち
之
が
爲
に
圖
る
。
其
の
五
欲
を
節
し
、
其
の
二
凶
を
去
る
。
喜
ば
ず
怒
ら
ざ
れ
ば
、

念
怒
之

失

度
、
乃
爲
之
圖
。
節
其
五
欲
、
去
其
二
凶
。
不
喜
不
怒
、
平
正
檀
旬
。

平
正
旬
に
檀
な
り
。



　
心
の

静
な
る
状
態
を
損
な
う
過
度
な
感
情
と
欲
望
は
、
外
部
封
象
に
よ
っ
て
誘
餐
さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
感
官
を
通
じ
て
鰯
獲
さ
れ
る

た

め
、
感
情
と
欲
望
の
節
制
は
感
官
の
制
御
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
見
地
か
ら
、
心
の
静
な
る
状
態
を
保
つ
と
い
う
内
業
篇
の

修
養
論
は
、
「
心
」
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
感
官
が
属
す
る
「
形
」
の
領
域
ま
で
撞
張
さ
れ
る
。
「
能
正
能
静
」
・
「
人
能
正
静
」
の
よ
う

に
、
心
（
或
は
「
中
」
．
「
内
」
）
の
静
な
る
状
態
を
保
つ
こ
と
は
、
鵠
の
正
な
る
状
態
を
保
持
す
る
こ
と
と
一
組
に
な
っ
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

形

　
正

な
ら
ざ
れ
ば
、
徳
來
ら
ず
、
中
　
静
な
ら
ざ
れ
ば
、
心
治
ま
ら
ず
。
形
を
正
し
徳
を
撮
め
、
天
仁
地
義
な
れ
ば
、
則
ち
淫
然

と
し
て
自
ら
至
る
。
神
明
の
極
、
照
乎
と
し
て
萬
物
を
知
り
、
中
守
式
わ
ず
、
物
を
以
て
官
を
齪
さ
ず
、
官
を
以
て
心
を
齪
さ
ず
、

是
を
中
得
と
謂
う
。

形
不

正
、
徳
不
來
、
中
不
静
、
心
不
治
。
正
形
撮
徳
、
天
仁
地
義
、
則
淫
然
而
自
至
。
神
明
之
極
、
照
乎
知
萬
物
。
中
〈
義
〉
守
不

式
、
不
以
物
齪
官
、
不
以
官
齪
心
、
是
謂
中
得
。
二
義
」
は
王
念
孫
の
説
に
從
い
、
桁
字
と
す
る
。
）
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心
の
静
な
る
状
態
を
保
つ
こ
と
は
、
身
髄
の
内
部
を
静
か
に
す
る
こ
と
で
お
わ
ら
ず
、
外
部
封
象
が
そ
の
状
態
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

感
官

を
制
御
す
る
「
正
形
」
を
同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
中
得
」
と
は
、
「
中
心
自
得
」
と
い
う
戸
知
章
の
注
解
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
耳
目
な
ど
の
感
官
の
制
御
を
通
じ
て
、
外
部
封
象
に
よ
り
誘
襲
さ
れ
る
過
度
な
感
情
と
欲
望
を
節
制
し
、
心
の
静
な
る
状
態
を

保
っ
て
い
る
状
態
と
言
え
る
、
。
静
な
る
心
を
鵠
の
「
内
」
に
保
つ
こ
と
と
い
う
「
内
業
」
と
は
、
つ
ま
り
、
こ
の
「
正
静
」
の
修
養
を

通

じ
て
「
中
得
」
の
状
態
を
保
つ
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
内
業
篇
の
修
養
論
を
、
陳
鼓
雁
氏
は
「
心
形
讐
修



論
」
と
定
義
し
て
い
る
‘
。
心
術
ト
篇
の
修
養
論
を
「
心
の
虚
静
論
」
と
命
名
す
る
な
ら
ば
、
内
業
篇
の
修
養
論
は
「
心
形
の
正
静
論
」

と
命
名
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
「
心
形
の
正
静
論
」
は
、
ま
た
「
内
静
外
敬
」
と
し
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
是
の
故
に
、
怒
を
止
む
る
は
詩
に
若
く
は
莫
く
、
憂
を
去
る
は
樂
に
若
く
は
莫
く
、
樂
を
節
す
る
は
禮
に
若
く
は
莫
く
、
禮
を
守
る

　
　
は

敬
に

若

く
は
莫
く
、
敬
を
守
る
は
静
に
若
く
は
莫
し
。
内
静
に
し
て
外
敬
な
れ
ば
、
能
く
其
の
性
に
反
り
、
性
將
に
大
い
に
定
ま

　
　
ら
ん
と
す
。

　
　
是
故
止
怒
莫
若
詩
、
去
憂
莫
若
樂
、
節
樂
莫
若
禮
、
守
禮
莫
若
敬
、
守
敬
莫
若
静
。
内
静
外
敬
、
能
反
其
性
、
性
將
大
定
。

　

こ
こ
で
は
儒
家
の
「
詩
」
・
「
樂
」
・
「
禮
」
は
怒
・
憂
・
樂
の
節
制
に
敷
用
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
心
の
本
然
の
状
態
を

取

り
戻
す
（
反
其
性
）
に
は
「
内
静
外
敬
」
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
敬
」
の
概
念
は
内
業
篇
の
他
の
所
に
お

い

て
、
「
徳
」
或
い
は
「
精
氣
」
の
獲
得
と
密
接
に
關
わ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
敬
守

し
て
失
う
勿
き
こ
と
、
是
を
成
徳
と
謂
う
。
徳
成
り
て
智
出
つ
れ
ば
、
萬
物
果
く
得
。

　
　
敬
守
勿
失
、
是
謂
成
徳
。
徳
成
而
智
出
、
萬
物
果
得
。

　
　
敬
み
て

其

の
舎
を
除
け
ば
、
精
將
に
自
ら
來
ら
ん
と
す
。
…
…
嚴
容
畏
敬
な
れ
ば
、
精
將
に
至
り
定
ま
ら
ん
と
す
。

　
　
敬
除

其
舎
、
精
將
自
來
。
…
…
嚴
容
畏
敬
、
精
將
至
定
。

　
　
敬
愼

し
て
式
う
こ
と
無
く
、
日
に
其
の
徳
を
新
に
す
れ
ば
、
編
く
天
下
を
知
り
、
四
極
に
窮
ま
る
。
敬
み
て
其
の
充
を
獲
す
る
、
是
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を
内
得
と
謂
う
。

敬
愼
無
式
、
日
新
其
徳
、

偏
知

天

下
、
窮
於
四
極
。
敬
獲
其
充
、
是
謂
内
得
。

　
こ

れ
に

よ
る
と
、
「
徳
」
は
萬
物
（
或
い
は
天
下
）
を
把
握
で
き
る
「
智
」
の
よ
り
所
で
あ
り
、
生
命
と
知
恵
の
根
源
で
あ
る
「
精
氣
」

（或
い
は
「
道
」
）
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
成
徳
」
と
「
新
徳
」
は
と
も
に
「
智
」
や
「
知
」
に
つ
な
が
っ
て

お

り
、
そ
の
前
提
條
件
と
し
て
「
つ
つ
し
む
（
敬
）
」
と
い
う
態
度
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
つ
つ
し
む
（
敬
）
」
と
い
う
態
度
は
「
正

形
」
、
す
な
わ
ち
外
部
封
象
が
心
の
状
態
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
感
官
を
制
御
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
内
業
篇
の
理
想
的
な
人
間
は
そ
の
よ
う
な
「
心
形
の
正
静
」
を
通
じ
て
心
の
本
然
の
状
態
を
保
ち
績
け
、
生
命
と
知
恵
の
根
源
で
あ
る

「
精
氣
」
（
或
は
「
道
」
）
を
獲
得
・
保
持
し
た
存
在
で
あ
る
（
藏
於
胸
中
、
謂
之
聖
人
）
。
彼
は
「
精
氣
」
を
保
つ
こ
と
で
非
凡
な
能
力

を
持
つ
。
非
凡
な
能
力
と
は
、
す
な
わ
ち
満
ち
溢
れ
る
生
命
力
と
祠
妙
な
る
知
恵
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
能
力
は
「
養
生
」
と
「
治
國
」

の

爾
方
面
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
、
聖
人
は
充
満
し
て
い
る
生
命
力
を
持
っ
て
長
壽
し
、
紳
妙
な
る
知
恵
を
持
っ
て
事
業
を
成
功
さ
せ
る
。

精
、
存
し
て
自
ら
生
ず
れ
ば
、
其
の
外
安
榮
な
り
。
内
に
藏
し
て
以
て
泉
原
と
爲
し
、
浩
然
と
し
て
和
平
な
り
、
以
て
氣
淵
と
爲
す
。

淵
の
個
れ
ざ
れ
ば
、
四
艘
乃
ち
固
く
、
泉
の
端
き
ざ
れ
ば
、
九
巌
遂
に
通
じ
、
乃
ち
能
く
天
地
を
窮
め
、
四
海
を
被
う
。
中
に
惑
意

無

く
、
外
に
邪
笛
無
く
、
心
は
中
に
全
く
、
形
は
外
に
全
く
、
天
笛
に
逢
わ
ず
、
人
害
に
遇
わ
ず
、
之
を
聖
人
と
謂
う
。

精
存
自
生
、
其
外
安
榮
。
内
藏
以
爲
泉
原
、
浩
然
和
平
、
以
爲
氣
淵
。
淵
之
不
澗
、
四
鵠
乃
固
、
泉
之
不
掲
、
九
疲
遂
通
、
乃
能
窮

天

地
、
被
四
海
。
中
無
惑
意
、
外
無
邪
苗
、
心
全
於
中
、
形
全
於
外
、
不
逢
天
笛
、
不
遇
人
害
、
謂
之
聖
人
。
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こ
こ
で
は
主
に
「
養
生
」
の
側
面
か
ら
理
想
的
人
間
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
精
氣
」
を
よ
く
保
存
し
て
膿
の
「
内
」
に
そ
の
源
泉
を
つ

く
れ
ば
、
艘
は
決
し
て
か
れ
な
い
生
命
力
で
満
ち
溢
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
魑
は
丈
夫
に
な
り
、
感
官
も
よ
り
き
ち
ん
と
働
く
よ
う
に

な
る
。
『
孟
子
』
の
「
浩
然
の
氣
」
と
同
様
に
（
、
こ
の
「
精
氣
」
の
影
響
は
自
分
の
髄
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
地
四
海
に
ま
で
及
ん
で

い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
聖
人
」
は
、
天
災
地
攣
や
人
災
の
よ
う
な
外
部
の
影
響
か
ら
も
、
心
形
の
全
き
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

内
業
篇
の
聖
人
は
、
こ
の
よ
う
に
自
分
の
生
命
を
完
全
に
守
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
神
妙
な
知
恵
を
持
っ
て
天
下

を
治
め
る
君
主
で
も
あ
る
。

物

を
一
に
し
て
能
く
化
す
る
、
之
を
神
と
謂
い
、
事
を
一
に
し
て
能
く
愛
ず
る
、
之
を
智
と
謂
う
。
化
し
て
氣
を
易
え
ず
、
攣
じ
て

智
を
易
え
ざ
る
は
、
惟
だ
一
を
執
る
の
君
子
の
み
、
能
く
此
を
爲
さ
ん
か
。
一
を
執
り
て
失
わ
ざ
れ
ば
、
能
く
萬
物
に
君
た
り
。
君

子
は
物

を
使
い
、
物
に
使
わ
れ
ず
。
一
の
理
を
得
れ
ば
、
治
心
　
中
に
在
り
、
治
言
　
口
よ
り
出
で
、
治
事
　
人
に
加
わ
る
。
然
ら

ば
則
ち
天
下
治
ま
る
。

一
物
能

化
、
謂
之
祠
、
一
事
能
愛
、
謂
之
智
。
化
不
易
氣
、
攣
不
易
智
、
惟
執
一
之
君
子
、
能
爲
此
乎
。
執
一
不
失
、
能
君
萬
物
。

君
子
使
物
、
不
爲
物
使
。
得
一
之
理
、
治
心
在
於
中
、
治
言
出
於
口
、
治
事
加
於
人
。
然
則
天
下
治
　
。
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「
執
一
の
君
子
」
は
心
の
本
然
の
状
態
を
専
｝
に
保
持
し
な
が
ら
、
岬
妙
に
物
事
に
封
磨
（
攣
化
）
し
て
行
く
。
そ
の
よ
う
な
能
力
を

神
妙

さ
（
神
）
或
は
知
恵
（
智
）
と
い
う
。
彼
は
「
執
一
」
に
よ
り
物
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
萬
物
の
君
主
と
な
る
。
本
然
の
状



態

を
專
一
に
保
持
す
れ
ば
、
物
事
に
適
し
た
命
令
（
治
言
）
を
行
っ
て
、
民
を
正
し
く
治
め
る
こ
と
（
治
事
）
が
で
き
、
終
局
的
に
は
天

下
の

安
定
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
。
心
の
本
然
の
状
態
を
專
一
に
保
持
す
る
と
い
う
「
執
＝
の
修
養
が
神
妙
な
知
恵
を
目
的
と
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
「
執
一
」
が
「
知
」
の
高
揚
に
關
わ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

能

く
榑
ら
な
ら
ん
か
、
能
く
一
な
ら
ん
か
。
能
く
ト
笠
す
る
無
く
し
て
吉
凶
を
知
ら
ん
か
。
能
く
止
め
ん
か
、
能
く
巳
め
ん
か
。
能

く
諸
を
人
に
求
む
る
勿
く
し
て
之
を
己
に
得
ん
か
。
之
を
思
い
之
を
思
い
、
又
た
重
ね
て
之
を
思
う
。
之
を
思
い
て
通
ぜ
ざ
れ
ば
、

鬼
紳
將
に
之
を
通
ぜ
ん
と
す
。
鬼
神
の
力
に
非
ざ
る
な
り
、
精
氣
の
極
な
り
。
四
艘
既
に
正
し
く
、
血
氣
既
に
静
に
、
意
を
「
に
し

て

心

を
榑
ら
に
し
、
耳
目
淫
せ
ざ
れ
ば
、
遠
し
と
錐
ど
も
近
き
が
若
し
。

能
搏

［捧
］
乎
、
能
「
乎
。
能
無
卜
笠
而
知
吉
凶
乎
。
能
止
乎
、
能
已
乎
。
能
勿
求
諸
人
而
得
之
己
乎
。
思
之
思
之
、
又
重
思
之
。

思
之
而

不

通
、
鬼
神
將
通
之
。
非
鬼
神
之
力
也
、
精
氣
之
極
也
。
四
髄
既
正
、
血
氣
既
静
、
一
意
榑
［
捧
］
心
、
耳
目
不
淫
、
錐
遠

若
近
↓
。
（
「
榑
」
を
「
搏
」
の
誤
り
と
す
る
王
念
孫
の
説
に
從
う
。
）
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心
の

專
一
な
状
態
を
保
持
す
る
「
執
＝
の
修
養
を
通
じ
て
祠
妙
な
る
知
恵
が
得
ら
れ
る
の
は
、
「
精
氣
」
が
得
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
業
篇
の
理
想
的
な
存
在
は
生
命
と
知
恵
の
根
源
で
あ
る
「
精
氣
」
を
獲
得
・
保
存
し
て
、
生
命
力
と
知
恵
を
備
え
持
つ

「
養
生
と
治
國
の
完
成
者
」
と
言
え
る
。
ま
た
、
「
精
氣
」
の
獲
得
・
保
持
は
心
の
静
な
る
本
然
の
状
態
を
保
つ
「
心
形
の
正
静
」
の
修

養

を
通
じ
て
可
能
と
な
り
、
生
命
と
知
恵
の
根
源
で
あ
る
「
精
氣
」
は
、
萬
物
の
生
成
・
存
立
の
根
擦
で
あ
る
「
道
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。



　
こ

れ

ま
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
心
術
上
と
内
業
の
雨
篇
に
は
類
似
し
た
思
想
と
同
時
に
、
異
な
る
思
想
も
確
か
に
現
れ
て
い
る
。
ま
ず

柄
篇
に
見
ら
れ
る
共
通
の
思
想
は
次
の
よ
う
で
あ
る
、
．
。
第
「
、
柄
篇
は
い
ず
れ
も
心
の
修
養
を
中
心
内
容
と
し
て
い
る
。
第
二
、
心
の

本
然

の
状
態

を
保
ち
績
け
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
第
三
、
過
度
な
欲
望
に
よ
っ
て
、
心
の
本
然
の
状
態
が
損
な
わ
れ
る
と
述
べ
て
い

る
。
第
四
、
感
官
の
制
御
を
通
じ
て
、
外
部
封
象
か
ら
誘
襲
さ
れ
る
欲
望
を
節
制
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
第
五
、
こ
う
し
た
「
治
心
」

の

修
養
論
が
「
治
國
」
の
政
治
論
と
緊
密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
第
六
、
理
想
的
存
在
は
治
心
と
治
國
の
南
方
面
の
完
成
者
で
あ
る
。
こ

の

よ
う
な
共
通
黙
か
ら
、
雨
篇
に
お
け
る
最
大
の
關
心
事
は
、
先
秦
思
想
に
共
通
す
る
「
修
己
治
人
」
或
い
は
「
内
聖
外
王
」
の
問
題
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、
両
篇
は
、
そ
の
具
鵠
的
な
理
論
展
開
に
お
い
て
は
大
き
な
相
異
を
示
し
て
い
る
。
南
篇
の
相
異
黙
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
第

一

、
雨
篇
と
も
心
の
修
養
を
中
心
内
容
と
し
て
い
る
が
、
内
業
篇
は
「
心
」
だ
け
で
な
く
「
形
」
の
修
養
を
も
強
調
し
て
い
る
。
第
二
、

「
心
の

本
然
の
状
態
」
を
表
す
概
念
が
異
な
る
。
心
術
上
で
は
主
に
「
虚
」
が
用
い
ら
れ
、
内
業
篇
で
は
「
静
」
（
或
は
「
正
平
」
）
が
用

い

ら
れ
て
い
る
。
柄
者
の
意
味
は
全
く
異
な
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
内
業
篇
に
「
虚
」
が
一
回
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
、

そ

れ

な
り
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
、
心
の
本
然
の
状
態
が
損
な
わ
れ
る
原
因
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
が
異
な
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
南
篇
と
も
過
度
な
欲
望
を
畢
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
心
術
上
篇
は
好
悪
の
根
源
と
な
る
「
智
」
を
、
内
業
篇
は
喜
怒
哀

樂
の

「
感

情
」
を
翠
げ
て
い
る
。
嚴
密
に
言
う
と
、
喜
怒
哀
樂
の
感
情
は
好
悪
の
判
断
の
後
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
智
と
感
情

の
影
響
が
完
全
に
異
な
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
、
内
業
篇
が
「
智
」
で
は
な
く
「
感
情
」
の
問
題
を
取
り
出
し
た
こ
と
は
、
「
智
」

に

封
し
て
、
心
術
上
篇
と
の
異
な
る
態
度
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
柄
篇
に

お

い
て

修

養
論
は
道
論
．
政
治
論
と
緊
密
に
結
び
付
い
て
い
る
の
で
、
修
養
論
の
相
異
は
「
道
」
の
観
念
や
政
治
論
の
具
酷
的

一
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な
内
容
の
相
異
を
呈
す
る
。
ま
ず
「
道
論
」
の
相
異
黙
を
み
る
と
、
心
術
ヒ
で
は
セ
に
道
の
「
虚
」
な
る
属
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ

は
、
心
の
本
然
の
状
態
と
同
一
の
状
態
で
あ
り
、
「
有
道
之
君
」
の
よ
う
に
、
「
虚
」
な
る
道
の
獲
得
・
保
存
は
心
の
「
虚
」
な
る
状
態

の
回

復
・
保
持
と
緊
密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
内
業
篇
で
は
主
に
萬
物
の
生
成
・
存
在
の
根
源
と
い
う
側
面
が
強
調
さ

れ
て

い

る
。
内
業
篇
に
お
い
て
心
の
本
然
の
状
態
を
「
静
」
ま
た
は
「
平
正
」
と
し
「
虚
」
に
言
及
し
な
い
の
は
、
道
を
語
る
時
に
「
虚
」

に

言
及

し
な
い
こ
と
と
關
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
内
業
篇
に
お
い
て
「
道
」
は
、
「
虚
」
の
代
わ
り
に
、
「
氣
」
の
観
念
に
結
び
付

け
ら
れ
、
「
精
氣
」
の
観
念
を
産
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
道
論
の
相
異
は
道
を
獲
得
・
保
持
す
る
理
想
的
な
人
間
像
の
相
異
に
も

つ

な
が
る
。
心
術
上
篇
の
聖
人
は
心
の
虚
な
る
状
態
を
保
ち
な
が
ら
無
爲
（
因
）
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
内
業
篇
の
聖
人
は
精
氣
の
獲
得

・

保
存

を
通
じ
て
生
命
力
に
満
ち
祠
妙
な
知
恵
を
獲
揮
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
聖
人
論
の
相
異
は
、
聖
人
が
行
う
理
想
的
な
政
治
論
に
お
い
て
、
よ
り
具
憤
的
に
現
れ
る
。
心
術
上
篇
に
お
い
て
、
心
の
虚
な

る
状
態
を
保
っ
て
い
る
聖
人
は
、
無
知
無
欲
の
状
態
で
萬
物
の
本
來
の
状
態
を
損
な
わ
な
い
「
無
爲
」
の
政
治
を
行
う
。
彼
の
無
爲
の
政

治
は

具
髄
的
に
「
形
名
」
に
よ
る
「
因
」
の
政
治
と
し
て
語
ら
れ
る
。
　
一
方
、
内
業
篇
に
お
い
て
は
、
精
氣
の
獲
得
・
保
存
を
通
じ
て
生

命
力
と
知
恵
を
兼
ね
備
え
る
聖
人
は
、
こ
の
状
態
を
「
専
一
」
に
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
部
封
象
に
つ
い
て
の
知
識
を
追
求
す
る
。

そ
の
知
識
に
よ
っ
て
、
状
況
と
封
象
に
適
し
た
判
断
を
下
し
、
物
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
天
F
を
治
め
る
。
「
形
名
」
に
よ
る
「
因
」

の
政
治

と
、
状
況
と
封
象
（
事
物
）
に
つ
い
て
の
知
識
と
適
切
な
判
断
に
よ
る
政
治
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
、
相
通
ず
る
部
分
も
確

か
に

存
在
す
る
。
し
か
し
、
明
確
に
「
形
名
論
」
を
強
調
し
、
政
治
の
手
段
と
し
て
の
禮
と
法
を
認
め
る
黙
は
、
内
業
篇
と
は
異
な
る
心

術
ヒ
篇
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

政
治

論
の
相
異
か
ら
見
た
よ
う
に
、
心
術
上
篇
の
場
合
、
形
名
の
肯
定
は
禮
・
法
の
肯
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
他
方
、
内
業
篇
の
場
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合
、
心
術
上
篇
の
よ
う
な
政
治
手
段
と
し
て
の
禮
・
法
の
肯
定
は
見
え
な
い
が
、
「
天
仁
地
義
」
の
よ
う
な
表
現
や
感
情
の
節
制
に
お
け

る
詩
．
樂
．
禮
の
数
用
の
肯
定
か
ら
、
儒
家
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
先
學
た
ち
は
こ
の
雨
篇
を
含
む
管
子
四

篇
の
思
想

的
特
徴
が
「
六
家
要
旨
」
の
「
道
家
を
中
心
と
し
、
他
の
學
派
の
長
所
を
受
け
入
れ
た
」
と
評
さ
れ
た
「
道
家
」
の
特
色
と
一

致

し
て
い
る
こ
と
を
根
擦
に
し
て
黄
老
學
派
説
を
主
張
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
分
か
る
よ
う
に
、
内
業
篇
を
道
家
一

派
の
著
作

と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
敬
」
に
よ
る
「
感
官
の
制
御
（
正
形
）
」
の
強
調
、
ま
た
は
「
虚
」
の
観
念
の
不
在
か
ら
考

え
る
と
、
内
業
篇
は
儒
家
を
中
心
と
し
て
道
家
を
折
衷
し
た
「
儒
道
折
衷
派
」
の
著
作
と
し
た
羅
根
澤
氏
の
見
解
が
穏
當
で
は
な
い
か
と

思
わ

れ
る
。四

　
心
術
下
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こ

れ
か

ら
考
察
す
る
心
術
下
篇
は
約
八
百
字
の
短
い
篇
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
、
内
業
篇
と
重
複
し
て
見
ら
れ
る
。
郭
沫
若
氏
は
そ

れ

を
根
擦
と
し
て
「
心
術
下
は
内
業
篇
の
副
本
」
と
い
う
結
論
を
出
し
た
二
宋
鋳
サ
文
遺
著
考
」
第
二
章
）
。
氏
は
、
内
業
篇
の
ほ
う
が

原
本
で

あ
り
、
文
章
に
も
條
理
が
あ
る
が
、
心
術
下
篇
は
副
本
で
あ
る
た
め
文
章
に
艘
系
が
な
い
と
見
た
。
そ
の
見
解
に
從
う
多
く
の
研

究
者
は

心
術
下
篇
に

そ

れ
ほ

ど
注
目
せ
ず
、
内
業
篇
を
主
な
研
究
資
料
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
陳
鼓
雁
・
＝
碧
。
己
O
°
夫
。
日
氏
な
ど
の
「
内

業
篇
は
心
術
上
・
下
篇
よ
り
先
に
成
立
し
た
」
と
い
う
主
張
は
、
郭
氏
の
見
解
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
靭

　
そ

れ
に

封

し
て
、
武
内
義
雄
氏
は
「
管
子
の
心
術
と
内
業
」
に
お
い
て
、
内
業
篇
は
心
術
下
篇
を
も
と
と
し
て
増
盆
し
、
後
に
成
立
し



た

も
の
と
い
う
見
解
を
披
渥
し
た
。
赤
塚
忠
氏
は
「
道
家
思
想
の
原
初
の
形
態
」
に
お
い
て
、
雨
篇
を
よ
り
細
密
に
考
察
し
て
武
内
氏
の

見
解
を
支
持
し
、
さ
ら
に
思
想
史
に
お
い
て
心
術
下
篇
が
心
術
上
篇
と
内
業
篇
の
間
に
位
置
す
る
と
・
王
張
し
た
。
そ
の
よ
う
な
見
解
は
「
心

術
上
ー
心
術
下
ー
内
業
」
の
緊
密
な
關
係
を
前
提
と
し
て
お
り
、
心
術
下
篇
に
封
す
る
態
度
は
内
業
篇
を
強
調
す
る
研
究
者
と
は
大
き
く

異

な
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
心
術
下
篇
の
思
想
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
他
の
雨
篇
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
心
術
下
篇
と
心
術
上
・
内
業
篇
と
の
同
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
心
術
下
篇
と
他
の
爾
篇
と
の
關
係
を
再
検
討
し

た
い
。

　
ま
ず
、
心
術
下
篇
と
雨
篇
と
の
共
通
難
と
し
て
は
、
心
の
修
養
を
主
要
内
容
と
し
な
が
ら
、
「
治
心
」
と
「
治
國
」
を
緊
密
に
結
び
付

け
て
い
る
鮎
が
畢
げ
ら
れ
る
。

心
安

け
れ
ば
、
是
に
國
安
き
な
り
。
心
治
ま
れ
ば
、
是
に
國
治
ま
る
な
り
。
治
な
る
者
は
心
な
り
、
安
な
る
者
は
心
な
り
。
治
心

中
に
在
れ
ば
、
治
言
　
口
に
出
で
、
治
事
　
民
に
加
は
る
。
故
に
功
作
り
て
民
從
へ
ば
、
則
ち
百
姓
治
ま
る
。

心

安
、
是
國
安
也
。
心
治
、
是
國
治
也
。
治
也
者
心
也
、
安
也
者
心
也
。
治
心
在
於
中
、
治
言
出
於
口
、
治
事
加
於
民
。
故
功
作
而

民
從
、
則
百
姓
治
　
。

心
の
安

ら
か
な
状
態
を
強
調
す
る
心
術
下
篇
の
修
養
論
は
、

「
心
意
の
專
一
」
を
強
調
し
て
い
る
。

具

腰
的
な
方
法
論
に
お
い
て
は
、
内
業
篇
と
同
様
に
「
心
形
の
正
静
」

と
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形

　
正

な
ら
ざ
る
者
は
、
徳
來
ら
ず
、
中
　
精
な
ら
ざ
る
者
は
、
心
治
ま
ら
ず
。
形
を
正
し
徳
飾
う
れ
ば
、
萬
物
畢
く
得
。
翼
然

と
し
て
自
ら
來
り
、
神
　
其
の
極
を
知
る
莫
く
、
昭
か
に
天
下
を
知
り
、
四
極
に
通
ず
。
是
の
故
に
日
く
、
物
を
以
て
官
を
齪
す
無

く
、
官
を
以
て
心
を
齪
す
母
か
れ
、
と
。
此
を
之
内
徳
と
謂
う
。
是
の
故
に
意
氣
定
ま
り
、
然
る
後
に
正
に
反
る
。

形

不
正
者
、
徳
不
來
、
中
不
精
者
、
心
不
治
。
正
形
飾
徳
、
萬
物
畢
得
。
翼
然
自
來
、
神
莫
知
其
極
、
昭
知
天
下
、
通
於
四
極
。
是

故
日
、
無
以
物
齪
官
、
母
以
官
齪
心
。
此
之
謂
内
徳
。
是
故
意
氣
定
、
然
後
反
正
。

　
以

ヒ
は
心
術
下
篇
の
冒
頭
の
文
で
あ
り
、
内
業
篇
と
重
複
す
る
が
、
「
中
不
精
」
・
「
飾
徳
」
・
「
内
徳
」
の
よ
う
に
、
内
業
篇
と
は
異
な

る
語
句
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
天
仁
地
義
」
の
表
現
が
現
れ
な
い
こ
と
や
、
最
後
の
論
旨
展
開
（
是
故
意
氣
定
、
然
後
反
正
）
に
お
い

て

内
業
篇
と
は
異
な
る
黙
が
目
立
つ
。
但
、
「
心
形
の
正
静
」
を
通
じ
て
感
官
を
制
御
し
、
「
正
」
と
い
う
本
然
の
状
態
を
取
り
戻
す
と
い

う
内
容
は
内
業
篇
と
一
致
し
て
い
る
。
「
心
形
の
正
静
」
の
強
調
は
他
の
と
こ
ろ
に
も
現
れ
て
お
り
（
心
術
下
「
人
能
正
静
者
、
筋
肋
而

骨

強
、
…
…
正
静
不
失
、
日
新
其
徳
、
昭
知
天
下
、
通
於
四
極
」
）
、
「
喜
樂
哀
怒
」
と
い
う
感
情
が
「
正
平
」
な
る
本
然
の
状
態
を
損
な

う
た
め
、
「
外
敬
而
内
静
」
を
通
じ
て
本
然
の
状
態
を
保
ち
績
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
語
る
こ
と
も
内
業
篇
と
一
致
し
て
い
る
（
心

術
下

「
凡
民
之

生

也
、
必
以
正
平
。
所
以
失
之
者
、
必
以
喜
樂
哀
怒
。
節
怒
莫
若
樂
、
節
樂
莫
若
禮
、
守
禮
莫
若
敬
、
外
敬
而
内
静
者
、

必
反
其

性
」
）
。
ま
た
、
文
章
の
前
後
は
愛
わ
っ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に
「
心
意
の
專
一
」
を
通
じ
て
、
知
恵
の
根
源
で
あ
る
「
精
氣
」

を
獲
得
し
、
祠
妙
な
知
恵
を
獲
揮
す
る
、
と
い
う
内
容
も
内
業
篇
と
一
致
し
て
い
る
。
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意
を
專
ら
に
し
、
心
を
一
に
す
れ
ば
、
耳
目
端
し
く
、
遠
き
の
謹
を
知
る
。
能
く
専
ら
な
ら
ん
か
、
能
く
一
な
ら
ん
か
、
能
く
ト
笹



す

る
母
く
し
て
凶
吉
を
知
ら
ん
か
。
能
く
止
め
ん
か
、
能
く
已
め
ん
か
、
能
く
人
に
問
う
母
く
し
て
自
ら
之
を
己
に
得
ん
か
。
故
に

曰
く
、
之
を
思
い
、
之
を
思
い
て
得
ざ
れ
ば
、
鬼
神
之
を
教
う
。
鬼
祠
の
力
に
非
ざ
る
な
り
、
其
れ
精
氣
の
極
な
り
。

専
於
意
、
「
於
心
、
耳
目
端
、
知
遠
之
謎
。
能
專
乎
、
能
一
乎
、
能
母
卜
笈
而
知
凶
吉
乎
。
能
止
乎
、
能
巳
乎
、
能
母
問
於
人
而
自

得
之
於
己

乎
。
故
日
、
思
之
、
思
之
不
得
、
鬼
祠
教
之
。
非
鬼
祠
之
力
也
、
其
精
氣
之
極
也
。

　
こ

の

よ
う
に
、
修
養
論
に
お
い
て
は
内
業
篇
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
人
能
正
静
者
、
筋
朋
而
骨
強
」
や
「
内
聚
以

爲
泉
原
、
泉
之
不
喝
、
表
裡
遂
通
、
泉
之
不
洞
、
四
支
堅
固
、
能
令
用
之
、
被
服
四
固
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
心
形
の
正
静
」
の
致
果
が

髄
に

現
れ

る
と
い
う
表
現
も
、
内
業
篇
と
重
複
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
養
生
」
へ
の
關
心
は
内
業
篇
の
ほ
ど
に
目
立
た
な
い
。
内
業
篇

に

お
い
て
見

ら
れ
る
食
事
時
の
注
意
事
項
（
食
之
道
）
や
充
満
な
生
命
力
の
所
有
者
と
し
て
の
聖
人
と
い
う
観
念
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。

特
に

聖
人

の
観
念

は
、
心
術
下
篇
に
お
い
て
む
し
ろ
形
名
論
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
郭
氏

は

「
宋
鋳
サ
文

遺
著
考
」
に
お
い
て
封
照
表
を
作
っ
て
心
術
下
篇
と
内
業
篇
に
重
複
す
る
部
分
を
比
較
検
討
し
、
前
述
の
結
論
を

出
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
表
を
注
意
深
く
見
る
と
、
内
業
篇
が
心
術
ド
篇
を
も
と
に
増
益
し
た
と
見
ら
れ
る
例
が
多
い
が
、
次
の
文
は
心

術

下
篇
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
内
容
が
ほ
か
な
ら
ぬ
「
形
名
論
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
形
名
論
の
肯
定
は
、
心
術
上
・
下
篇
の
大

き
な
共
通
鮎
で
も
あ
る
。
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聖
人
は

天

の
然

る
が
若
く
、
私
覆
す
る
無
き
な
り
、
地
の
然
る
が
若
く
、
私
載
す
る
無
き
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ニ

り
。
凡
そ
物
は
名
を
載
せ
て
來
り
、
聖
人
は
因
り
て
之
を
財
き
て
、
天
下
治
ま
る
。

私
す

る
者
は
、
天
下
を
齪
す
者
な



聖
人
若
天
然
、
無
私
覆
也
、
若
地
然
、
無
私
載
也
。
私
者
、
齪
天
下
者
也
。
凡
物
載
名
而
來
、
聖
人
因
而
財
之
、
而
天
下
治
。

　
私
す

る
こ
と
な
く
、
物
の
「
名
」
に
從
っ
て
封
雁
す
る
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
聖
人
観
は
、
心
の
虚
な
る
状
態
を
保
ち
、
封
象
の
「
形

名
」
に
基
づ
い
て
封
磨
す
る
心
術
上
篇
の
聖
人
観
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
心
術
上
篇
の
形
名
論
が
「
殺
膠
禁
謀
」
の
「
法
」
の
肯

定
に

つ
な
が
る
の
に
封
し
て
、
心
術
ド
篇
に
お
い
て
は
そ
う
い
っ
た
刑
罰
二
刑
」
・
「
怒
」
）
が
正
し
い
政
治
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
心
術
下
篇
で
は
、
た
だ
「
道
」
だ
け
を
理
想
的
政
治
手
段
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

聖
人

は
物

を
裁
し
、
物
に
使
わ
れ
ず
。
…
…
操
る
所
以
の
者
は
刑
に
非
ざ
る
な
り
、
危
う
く
す
る
所
以
の
者
は
怒
に
非
ざ
る
な
り
。

民
人
操

ら
れ
、
百
姓
治
ま
る
は
、
道
　
其
れ
本
よ
り
至
れ
ば
な
り
。

聖
人
裁
物
、
不
爲
物
使
。
…
…
所
以
操
者
非
刑
也
、
所
以
危
者
非
怒
也
。
民
人
操
、
百
姓
治
、
道
其
本
至
也
。

一
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こ

の

よ
う
に
、
心
の
修
養
を
主
要
内
容
と
し
な
が
ら
、
治
心
と
治
國
を
緊
密
に
結
び
付
け
て
い
る
心
術
下
篇
は
、
他
の
両
篇
と
同
じ
思

想
的
流
れ
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
心
形
の
正
静
」
と
「
心
意
の
専
一
」
の
修
養
論
を
述
べ
て
い
る
鮎
に
お
い
て
は
内
業
篇
と
、
「
形

名
」
を
正
し
く
駆
使
し
て
萬
物
を
治
め
る
と
い
う
政
治
論
（
或
は
聖
人
論
）
を
述
べ
て
い
る
黙
に
お
い
て
は
心
術
上
篇
と
土
ハ
通
す
る
部
分

が

多
い
。
し
か
し
、
心
術
下
篇
に
は
内
業
篇
の
よ
う
な
「
養
生
」
に
封
す
る
關
心
が
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
ず
、
心
術
上
篇
の
よ
う
な
「
法
」

（或
は
刑

罰
）
へ
の
肯
定
は
見
ら
れ
な
い
。
内
業
篇
に
比
べ
て
見
る
と
、
心
術
下
の
關
心
は
養
生
よ
り
治
國
の
方
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
相
異
鮎
は
、
心
術
下
篇
を
軍
に
内
業
篇
の
副
本
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
赤



塚

氏
．
穴
澤
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
内
業
篇
の
ほ
う
が
心
術
下
篇
（
或
は
そ
れ
の
異
文
）
に
基
づ
き
、
首
尾
の
文
を
補
充
し
て

そ
の
内
容
を
よ
り
明
確
に
し
た
り
、
、
自
分
の
立
場
に
あ
わ
せ
て
饗
更
し
た
り
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
。

　
ま
た
、
彼
ら
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
心
術
下
篇
の
「
氣
者
、
身
之
充
也
」
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
も
現
れ
て
お
り
（
夫
志
、
氣

之

帥
也
、
氣
、
髄
之
充
也
）
、
心
の
本
然
の
状
態
の
保
持
に
よ
る
精
氣
の
集
積
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
「
浩
然
の
氣
」
・
「
平
旦
之
氣
」
・
「
夜

氣
」
の
保
存
．
鑛
充
を
強
調
す
る
『
孟
子
』
の
修
養
論
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
孟
子
』
に
は
心
術
下
の
「
無
以
物
齪
官
、
母
以

官
齪

心
」
の
よ
う
に
、
心
の
本
然
の
状
態
を
保
持
す
る
た
め
の
感
官
の
制
御
は
強
調
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
、
耳
目
の
感
官
と
心
の
働
き

が

異
な
る
と
い
う
言
及
（
告
子
上
）
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
心
術
上
篇
の
修
養
論
は
『
孟
子
』
よ
り
や
や
後
の
も

の
と
思
わ
れ
、
内
業
篇
は
さ
ら
に
心
術
下
篇
よ
り
後
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
。

　
以
上
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
心
術
下
は
思
想
的
流
れ
に
お
い
て
心
術
上
と
内
業
の
間
に
位
置
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
心
術
上
下
篇
の

關
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
赤
塚
氏
は
、
心
術
下
の
「
無
以
物
齪
官
、
母
以
官
齪
心
」
と
い
う
命
題
は
「
静
因
」
を
主
張
す
る
心
術
上
の

思
考

か

ら
必
然
的
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
㎝
・
・
う
三
た
見
方
は
・
心
術
下
篇
が
心
術
上
篇
の
「
解
」
の
説
§

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
心
術
上
篇
の
「
虚
静
論
」
、
心
術
下
篇
の
「
正
静
論
」
の
よ
う
に
、

そ

れ
ぞ
れ
異

な
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
こ
と
や
、
心
術
下
篇
に
お
け
る
「
虚
」
の
概
念
の
不
在
、
「
氣
」
の
概
念
の
登
場
な
ど
か
ら
考
え

る
と
、
心
術
下
と
心
術
上
の
間
に
密
接
な
關
係
が
あ
る
と
は
っ
き
り
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
概
念
の
明
確
さ

や
論

旨
展
開
の
論
理
か
ら
考
え
て
も
、
心
術
下
を
心
術
上
の
襲
展
と
す
る
見
解
は
成
立
し
難
い
と
思
わ
れ
る
。
「
心
術
」
と
い
う
同
じ
篇

名
に
上
下
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
思
想
史
的
に
も
上
下
關
係
を
な
し
て
い
る
と
見
る
に
は
、
雨
篇
の
思
想
的
差
異
が
あ
ま
り
に
も
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。
雨
篇
の
關
係
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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お
わ

り
に

　
以

上
、
本
稿
で
は
、
管
子
四
篇
の
中
で
白
心
篇
を
除
き
、
他
の
二
、
篇
を
心
術
L
・
内
業
・
心
術
下
の
順
で
比
較
考
察
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
考
察
に
よ
る
と
、
心
術
上
篇
は
過
度
な
欲
望
と
知
識
の
除
去
を
通
じ
て
、
心
の
「
虚
」
な
る
本
然
の
状
態
を
保
持
し
な
が
ら
、
「
形
名
」

に

「
因
」
る
無
爲
政
治
を
行
う
と
い
う
「
虚
静
論
」
（
或
い
は
静
因
論
）
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
内
業
篇
は
感
官
の
制
御

に

よ
る
感
情
と
欲
望
の
節
制
を
通
じ
て
、
心
の
「
静
」
（
ま
た
は
「
平
正
」
）
な
る
本
然
の
状
態
を
保
持
し
、
「
精
氣
」
の
集
積
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
充
満
し
た
生
命
力
と
神
妙
な
る
知
恵
で
萬
物
を
治
め
る
と
い
う
、
心
形
の
「
正
静
論
」
を
主
張
し
て
い
る
。
心
術
下
篇
は
、

全
艘
的
に
は
心
形
の
正
静
論
を
述
べ
て
い
る
が
、
形
名
を
主
と
す
る
政
治
論
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
養
生
論
な
ど
の
黙
に
お
い
て
、
内

業
篇
と
大
き
な
差
異
を
有
す
る
。

　
以

ヒ
の
考
察
を
通
じ
て
、
二
、
篇
は
心
の
修
養
を
主
要
内
容
と
し
な
が
ら
、
「
治
心
」
と
「
治
國
」
を
緊
密
に
結
び
付
け
て
い
る
と
い
う

共

通

黙
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
具
酷
的
な
内
容
に
お
い
て
は
、
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
な
い
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
管
子
四
篇
」
と
い
う
枠
組
に
は
再
考
の
除
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（1
）

（2
）

（3
）

（4
）

現
在
通
用
の
「
管
子
四
篇
」
と
い
う
枠
組
は
劉
節
と
郭
沫
若
の
．
，
人
の
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
劉
節
氏
は
「
管
子
中
所

見
之
宋

鋳
　
派
學
説
」
（
一
九
四
三
年
獲
表
、
『
古
史
考
存
』
北
京
‥
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
に
お
い
て
、
郭
沫
若
氏
は
「
宋

鋳
弄
文
遺
著

考
」
二
九
四
四
獲
表
、
『
青
銅
時
代
』
北
京
‥
中
國
人
民
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
『
管
子
』
の

中
で
心
術
ヒ
．
心
術
下
．
白
心
．
内
業
の
四
篇
が
宋
鋳
・
戸
文
一
派
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
論
讃
し
て
い
る
。
特
に
劉
氏
の
説
は

す
で
に

羅
根
澤
氏

の

『
管
子
探
源
』
（
上
海
‥
中
華
書
局
、
一
九
三
一
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
穴
澤
辰
雄
氏
が
指

摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
四
篇
は
宋
代
に
す
で
に
高
く
評
債
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
評
債
が
劉
氏
・
郭
氏
の
見
解
に
つ
な
が

る
も
の
で
は
な
い
、
穴
澤
辰
雄
、
「
〈
管
子
〉
四
篇
の
思
想
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
ー
心
術
上
篇
の
思
想
」
（
『
東
洋
學
論
叢
』
第
，
．

十
六
集
、
日
本
東
洋
大
學
文
學
部
、
　
、
九
八
二
年
）
。

漏
友
蘭
、
『
中
國
哲
學
史
新
探
』
上
巻
　
第
十
七
章
（
北
京
‥
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。

そ

の

一
つ

は
、
「
管
子
四
篇
」
に
關
す
る
議
論
が
、
そ
の
著
者
の
問
題
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
黙
で
あ
る
。
そ
の
著
者
を

探
る
研
究
は
、
そ
の
四
つ
の
篇
が
同
一
の
思
想
家
（
或
は
學
派
）
に
よ
っ
て
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
前
提
の
も
と
で
成
り
立

っ

て

い

る
。
「
管
子
四
篇
」
の
詳
し
い
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
穴
澤
辰
雄
、
注
（
1
）
前
掲
論
文
二
～
一
〇
頁
）
と
原
宗
子
、
『
古

代

中
國
の
開
獲
と
環
境
』
序
章
「
『
管
子
』
研
究
の
現
状
と
課
題
」
（
研
文
出
版
、
｝
九
九
四
年
。
そ
の
も
と
は
『
流
通
経
濟
大
學

論
集
』
一
九
第
一
號
、
，
九
八
四
年
）
を
参
照
。

そ

の
代
表

的
な
も
の
と
し
て
は
、
朱
伯
崖
「
再
論
《
管
子
》
四
篇
」
二
九
九
五
年
授
表
、
『
朱
伯
昆
論
著
』
沈
陽
‥
沈
陽
出
版
社
、

一
九

九

八

年
、
四
．
二
四
～
四
四
〇
頁
）
と
、
陳
鼓
膳
『
管
7
r
四
篇
詮
澤
』
（
北
京
‥
商
務
印
書
館
、
一
、
○
〇
六
年
、
一
．
四
～
二
六

頁
）
。
特
に
朱
伯
昆
氏
は
管
子
四
篇
の
中
で
、
内
業
篇
を
「
黄
老
養
生
學
」
と
し
、
他
の
二
篇
を
「
黄
老
刑
名
學
」
と
し
て
厩
分
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（5
）

（6
）

（7
）

（8
）

（9
）

し
て
い
る
。

郭
氏

も
「
宋
鋳
サ
文
遺
著
考
」
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
に
氣
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
氏
は
心
術
下
篇
と
内
業
篇
の
内
容
が
ほ
ぼ

す
べ
て
虚
の
道
理
だ
と
し
、
こ
れ
に
そ
れ
ほ
ど
注
意
を
佛
っ
て
は
い
な
い
。
注
（
1
）
前
掲
書
、
一
九
五
頁
。

赤
塚
忠
「
道
家
思
想
の
原
初
の
形
態
」
（
『
赤
塚
忠
著
作
集
、
第
四
巻
一
諸
子
思
想
研
究
』
東
京
一
研
文
社
、
二
〇
〇
二
年
、
七
一

～
「
四
六
頁
）
と
、
穴
澤
辰
雄
、
注
（
1
）
前
掲
論
文
、
「
〈
管
子
〉
四
篇
の
思
想
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
ー
心
術
下
篇
と
内
業
篇

の

思
想
」
（
『
東
洋
學
論
叢
』
第
三
十
八
集
、
日
本
東
洋
大
學
文
學
部
、
一
九
八
五
年
）
、
「
〈
管
子
〉
四
篇
の
思
想
に
つ
い
て
（
そ
の

三
）
－
白
心
篇
の
思
想
」
（
『
東
洋
學
論
叢
』
第
三
十
九
集
、
日
本
東
洋
大
學
文
學
部
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

白
心
篇
と
他
の
三
篇
と
の
關
係
を
疑
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
金
谷
治
『
管
子
の
研
究
』
（
東
京
一
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
二

六

四
～
二
六
五
頁
）
が
代
表
的
で
あ
る
。
形
名
論
に
お
い
て
は
心
術
上
・
下
篇
と
の
か
か
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
管

子

四
篇
」
だ
け
の
特
徴
と
い
う
よ
り
、
『
管
子
』
の
特
徴
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

裏
錫
圭
・
陳
鼓
雁
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
心
術
上
篇
・
白
心
篇
と
も
に
「
形
名
論
」
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
爾
篇

の

關
連
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
白
心
篇
の
「
聖
人
之
治
也
、
静
身
以
待
之
、
物
至
而
名
自
治
之
」
は
、
心
術

上

の

「
静

因
之
道
」
と
通
じ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
嚢
錫
圭
「
馬
王
堆
《
老
子
》
甲
乙
本
巻
前
後
逸
書
與
道
法
家
－
兼
論
《
心

術
上
》
《
白
心
》
爲
愼
到
田
騨
學
派
作
品
」
（
『
中
國
哲
學
』
第
二
輯
、
一
九
八
〇
年
）
；
陳
鼓
磨
、
注
（
4
）
前
掲
書
、
二
六
頁
。

し
か
し
、
白
心
篇
の
「
治
心
」
へ
の
關
心
が
他
の
三
篇
と
比
べ
て
目
立
た
な
い
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

管
子
四
篇
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
り
、
定
説
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
は
未
だ
無
い
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
理
解
は

お
お
む
ね

「
心
術
上

の
経
－
心
術
上
の
解
ー
心
術
下
と
白
心
ー
内
業
」
の
順
で
紀
元
前
三
～
四
世
紀
に
成
立
し
た
と
す
る
赤
塚
氏
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の
説
に

基
づ

く
。
赤
塚
忠
、
注
（
6
）
前
掲
書
。
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

　
　

れ

ま
で
の
諸
説
に
つ
い
て
は
、
注
（
3
）
を
参
照
。

（
1
0
）
本
稿
で
の
『
管
子
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
『
管
子
』
の
版
本
の
中
で
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
宋
の
楊
沈
本
を
底
本
と
し
た
黎
翔

　
　
鳳

『管
子
校
注
』
（
北
京
‥
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
を
用
い
た
。
や
む
な
く
校
訂
す
る
時
に
は
、
郭
沫
若
『
管
子
集
校
』
（
『
郭

　
　
沫
若
全
集
』
歴
史
編
六
．
七
、
北
京
‥
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
と
張
舜
徽
『
周
秦
道
論
襲
微
』
（
『
張
舜
徽
集
』
、
武
漢
‥

　
　
華
中
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
考
に
し
た
。
校
訂
に
際
し
て
は
次
の
よ
う
な
形
式
を
用
い
た
。
誤
字
と
考
え
ら
れ

　
　
る
個
所
は
［
］
印
に
よ
っ
て
文
字
を
正
し
、
術
文
と
考
え
ら
れ
る
個
所
は
〈
〉
印
を
付
け
た
。
ま
た
、
本
稿
作
成
に
際
し
て

　
　
は
次

の
謹
注

を
参
考
に
し
た
。
遠
藤
哲
夫
『
管
子
』
（
『
新
繹
漢
文
大
系
』
四
三
、
東
京
　
明
治
書
院
、
一
九
九
一
年
）
；
陳
鼓
雁
、

　
　

注

（
4
）
前
掲
書
。

（
H
）
「
偶
」
は
『
説
文
』
（
巻
十
五
）
に
「
桐
人
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
「
桐
人
」
は
木
や
泥
で
作
ら
れ
た
人
形
を
意
味
す
る
。
人
形
と

　
　
は
、
す
な
わ
ち
人
に
「
か
た
ど
っ
て
」
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
偶
」
は
「
か
た
ど
る
」
と
い
う
意
味
に
引
申

　
　
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
物
事
に
「
符
合
す
る
」
、
或
は
「
順
雁
す
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
之
を
偶
す

　
　

る
」
は
「
静
因
」
の
「
因
」
に
當
た
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
2
）
『
老
子
』
六
十
四
章
、
「
是
以
聖
人
無
爲
、
…
…
以
輔
萬
物
之
自
然
、
而
不
敢
爲
」
。

（
1
3
）
例
え
ば
、
『
老
子
』
二
章
「
聖
人
虚
無
爲
之
事
、
行
不
言
之
教
」
、
四
十
三
章
「
吾
是
以
知
無
爲
之
有
盆
。
不
言
之
教
、
無
爲
之
盆
、

　
　

天
下
希
及
之
」
。

（
1
4
）
『
老
子
』
に
お
い
て
、
「
禮
」
に
つ
い
て
の
批
判
は
「
失
道
而
後
徳
、
失
徳
而
後
仁
、
失
仁
而
後
義
、
失
義
而
後
禮
。
夫
禮
者
、
忠
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信
之

薄
、
而
齪
之
首
」
（
三
十
八
章
）
。
「
法
」
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
「
法
令
滋
彰
、
盗
賊
多
有
」
（
五
十
七
章
）
。
五
十
七
章
は
郭

　
　

店
甲
本
・
吊
書
本
に
見
え
る
が
、
．
．
、
十
八
章
は
畠
書
本
に
し
か
見
え
な
い
。

（
1
5
）
注
（
1
4
）
を
参
照
。

（
1
6
）
胡
適
『
中
國
哲
學
史
大
綱
』
（
『
胡
適
文
集
』
六
春
、
北
京
一
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
七
二
頁
）
と
羅
根
澤
、
注
（
1
）

　
　

前
掲
書

（
一
〇

五
～
一
〇
七
頁
）
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

（
1
7
）
張
舜
徽
、
注
（
1
0
）
前
掲
書
、
二
〇
四
頁
。
「
王
雁
麟
は
内
業
篇
と
『
内
業
』
と
何
ら
か
の
關
連
性
を
疑
っ
た
（
『
漢
書
藝
文
志
考

　
　

讃
』
）
。
後
に
馬
國
翰
の
輯
侠
書
は
、
王
説
に
基
づ
き
こ
の
篇
を
十
五
章
に
分
け
て
、
儒
家
類
の
『
内
業
』
の
篇
敷
に
合
わ
せ
た
」
。

（
1
8
）
胡
適
、
注
（
1
6
）
前
掲
書
、
　
一
七
二
頁
。

（
1
9
）
羅
根
澤
、
注
（
1
）
前
掲
書
、
　
｝
〇
五
～
一
〇
七
頁
。

（
2
0
）
陳
鼓
雁
、
注
（
4
）
前
掲
書
、
五
一
～
五
二
頁
。

（
2
1
）
こ
こ
の
升
注
は
「
物
」
を
財
物
と
、
「
官
」
を
官
職
と
解
稗
し
て
い
る
が
、
「
物
」
は
外
物
、
「
官
」
は
感
官
と
解
繹
す
る
の
が
妥

　
　

當
で
あ
ろ
う
。

（
2
2
）
陳
鼓
雁
、
注
（
4
）
前
掲
書
、
　
一
〇
七
頁
。

（
2
3
）
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
「
浩
然
之
氣
、
…
…
其
爲
氣
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
塞
於
天
地
之
間
」
。

（
2
4
）
こ
の
文
は
心
術
下
篇
と
重
複
し
、
さ
ら
に
『
荘
子
』
庚
桑
楚
に
も
そ
れ
に
類
似
す
る
文
が
見
え
る
。
「
老
子
日
、
衛
生
之
経
、
能

　
　

抱
一
乎
、
能
勿
失
乎
、
能
無
卜
笠
而
知
吉
凶
乎
。
能
止
乎
、
能
巳
乎
、
能
舎
諸
人
而
求
諸
己
乎
。
能
條
然
乎
、
能
個
然
乎
、
能
見

　
　

子
乎
。
見
子
終
日
曝
而
脇
不
嗅
、
和
之
至
也
。
終
日
握
而
手
不
挽
、
共
其
徳
也
。
終
日
視
而
目
不
瞳
、
偏
不
在
外
也
。
行
不
知
所
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之
、
居
不
知
所
爲
、
與
物
委
蛇
、
而
同
其
波
。
是
衛
生
之
経
已
」
。

（
2
5
）
金
谷
治
氏
は
雨
篇
の
類
似
文
が
内
業
の
中
で
心
術
下
篇
と
重
複
し
な
い
部
分
に
集
中
し
て
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
幾
つ

　
　
か

の

例
を
塞
げ
て
い
る
。
金
谷
治
、
注
（
7
）
前
掲
書
、
二
六
三
～
二
六
四
頁
。
氏
は
そ
れ
を
根
接
と
し
て
、
内
業
篇
は
「
方
で

　
　
は
心
術

下
篇
と
祖
本
を
ひ
と
し
く
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
心
術
ヒ
篇
と
も
關
係
を
持
っ
て
成
立
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
氏
の
説

　
　
に

つ
い

て

は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
6
）
＝
8
己
O
男
。
葺
○
壽
ぎ
、
ぎ
。
忌
ミ
ミ
ぎ
ミ
這
§
ご
肯
∋
§
§
ざ
さ
』
ミ
寒
巨
、
ξ
㎏
ミ
き
（
z
2
く
臭
6
°
三
∋
げ
口

　
　
⊂

己
く
。
「
°
・
旨
キ
o
°
・
°
・
’
一
⇔
ゆ
⇔
）
は
、
特
に
内
業
篇
だ
け
を
取
り
出
し
て
、
そ
れ
を
『
老
子
』
に
先
立
つ
道
家
思
想
の
原
型
だ
と
主
張
し

　
　
て
い
る
。

（
2
7
）
赤
塚
忠
、
注
（
6
）
前
掲
論
文
、
一
四
三
貞
。
穴
澤
辰
雄
、
注
（
6
）
前
掲
論
文
（
そ
の
二
）
、
九
九
頁
。
彼
ら
が
指
摘
し
て
い

　
　

る
よ
う
に
、
内
業
篇
の
「
精
存
自
生
、
其
外
安
榮
、
内
藏
以
爲
泉
原
、
疾
然
和
平
、
以
爲
氣
淵
、
淵
之
不
洞
、
四
髄
乃
固
、
泉
之

　
　
不

掲
、
九
巌
遂
通
、
乃
能
窮
天
地
、
被
四
海
」
は
、
心
術
下
篇
の
「
内
聚
以
爲
泉
原
、
泉
之
不
喝
、
表
裡
遂
通
、
泉
之
不
洞
、
四

　
　
支
堅
固
、
能
令
用
之
、
被
服
四
固
」
に
『
孟
子
』
の
「
浩
然
之
氣
、
…
…
其
爲
氣
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
塞
於
天

　
　

地
之

間
」
が
加
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
8
）
一
例
と
し
て
、
内
業
篇
の
「
天
仁
地
義
」
は
心
術
下
篇
の
「
聖
人
若
天
然
、
無
私
覆
也
、
若
地
然
、
無
私
載
也
」
を
自
分
の
立
場

　
　

に

あ
わ
せ
て
愛
更
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
2
9
）
管
子
四
篇
と
孟
子
の
詳
細
な
比
較
研
究
と
し
て
は
、
吉
永
愼
二
郎
、
『
戦
國
思
想
史
研
究
』
第
五
部
　
第
六
章
「
孟
子
の
不
動
心

　
　
論
」
（
朋
友
書
店
、
、
　
○
〇
四
年
。
そ
の
も
と
は
「
孟
輌
の
不
動
心
の
思
想
史
的
意
味
」
『
日
本
中
國
學
學
會
』
第
二
十
ヒ
集
、
一
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（3
0
）

九

八

七
年
）
、
白
案
、
『
稜
下
學
研
究
』
第
七
章

赤
塚
忠
、
注
（
6
）
前
掲
論
文
、
＝
三
二
頁
。

「
孟
子
與
稜
下
學
」
（
北
京
一
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。
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